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式　辞

ライオンズクラブ国際協会
335 複合地区第 72回年次大会

大会議長

　ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区「第 72 回年次大会」が、多くの皆様のご列席

のもと、このように盛大に開催されますことを心よりお慶び申し上げます。

また、日頃から当複合地区の活動に深いご理解と温かいご支援を賜っております、すべて

の関係各位に深く感謝申し上げます。

今期を振り返りますと、私たちは「奉仕の原点」を見つめ直し、地域社会が直面する課題

に対して、これまで以上に迅速かつ柔軟に呼応していくことが求められた一年でございま

した。

　変化の激しい社会情勢の中にあっても、335 複合地区、近畿２府４県の約３５０クラブ、

１２０００名余のメンバーが一丸となり、それぞれの地域において知恵を絞り、汗を流し

て多様なアクティビティを展開してまいりました。

地域に根ざした草の根の奉仕活動から、広域的な支援、そして未来を担う青少年育成に至

るまで、皆様が示された高い志と情熱的な実践の数々は、地域社会に確かな希望の光を灯

し、ライオンズの威信を大いに高めるものとなりました。

この場をお借りし、皆様の並々ならぬご尽力と、これまでの尊い歩みに心からの敬意と感

謝を捧げます。

　本日の年次大会は、私たちが今期成し遂げた数々の成果を互いに讃え合うとともに、次

代へと奉仕のバトンを繋ぐ重要な節目でございます。

私たちが培ってきた「友愛と相互理解」の精神は、どのような時代にあっても色褪せるこ

とはありません。

　本日集ったすべてのライオンが、これまでの歩みを誇りとし、さらなる高みを目指して

新たな一歩を踏み出す契機となることを切に願っております。

結びに、本大会の開催にあたり、多大なご準備をいただきました実行委員会をはじめとす

る関係各位に深く感謝申し上げますとともに、335 複合地区の益々のご発展と、メンバー

の皆様の今後のみなぎるご健勝、ご多幸を祈念いたしまして、私の式辞といたします。

津田　勝之



歓迎の挨拶

ライオンズクラブ国際協会
335 複合地区第 72回年次大会

大会委員長

　本日は、ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区第 72 回年次大会にご参集いただき、
誠にありがとうございます。近畿 2 府 4 県より多くのライオンの皆様、ご来賓の皆様を
お迎えし、この大阪の地において盛大に年次大会を開催できますことを、大会委員長とし
て心より歓迎申し上げます。また、日頃より地域社会の発展と奉仕活動の推進にご尽力い
ただいておりますすべての会員の皆様に、深く敬意と感謝を申し上げます。
　本年度335複合地区は、津田勝之ガバナー協議会議長の卓越したリーダーシップのもと、
「未来へとつなぐ奉仕と友情 ～新たな飛躍のために～」をテーマに掲げ、各準地区が力を
合わせながら数多くの成果を積み重ねてまいりました。
特に、ライオンズ・インターナショナルが推進する「Mission1.5」の達成に向け、会員拡大、
新クラブ・支部結成、次世代リーダーの育成に積極的に取り組み、組織の未来を見据えた
大きな前進を遂げることができました。これは各地区役員をはじめ、全ての会員の皆様の
熱意と行動力の賜物であります。
　また、本年度は大阪・関西万博が世界中から注目を集める中で開催され、大阪が国際都
市として大きく飛躍する歴史的な年となりました。そのような記念すべき年に、本複合地
区年次大会を開催できますことを大変意義深く感じております。
　さらに、私たち 335 複合地区にとって大きな誇りであります松岡勲ライオンの国際理
事への立候補は、複合地区全体が一丸となって応援した重要な事業とも言えます。この挑
戦は単なる個人の挑戦ではなく、335 複合地区の結束力と存在感を世界へ示す大きな機会
となりました。これまでご支援いただきました全ての皆様に心より感謝申し上げます。
　本日の年次大会は、この一年間の成果を振り返り、その努力を称え合う場であると同時
に、未来への新たな一歩を踏み出す出発点でもあります。ここに集う全てのライオンが友
情を深め、英知を結集し、次代へ奉仕のバトンを力強く繋いで進んでいくことを心より願っ
ております。
　結びに、本大会開催にあたりご尽力いただきました大会関係者、各委員会、各準地区役
員の皆様、そして大会運営を支えてくださったすべての皆様に心より感謝申し上げます。
　本日が皆様にとって実り多く、友情と感動に満ちた一日となりますことを祈念するとと
もに、335 複合地区のさらなる発展と会員皆様のご健勝、ご活躍を心よりお祈り申し上げ、
歓迎の挨拶といたします。
　We Serve.

松秋　峰康



祝　辞

内閣総理大臣

　ライオンズクラブ国際協会の全国８複合地区並びに３５準地区におきまして、第７２回

年次総会が開催されますことを心よりお慶び申し上げます。

　ライオンズクラブの皆様は、「We Serve」の精神のもと、それぞれの地域の課題に向き

合い、災害時の迅速な支援、困難を抱えておられる人々への支援、青少年の健全育成など

多岐にわたる社会奉仕活動を継続的に行ってこられました。日本と世界は大きな変化を迎

える中で、ライオンズクラブが培ってこられた「つながり」と「思いやり」、そして実行力が、

地域社会を支える揺るぎない力になっています。

　私は、内閣総理大臣として、日本の未来は明るい、日本にはチャンスがある、皆が自信

を持ってそう言える、そう実感できる社会をつくりたいと考えています。挑戦する人が評

価され、頑張る人が報われ、困ったときには助け合い、安心して家庭を持ち、夢を持って

働ける国へ。私はその先頭に立って取り組んでまいります。

　「日本列島を、強く豊かに。」。４７都道府県のどこに住んでいても、安全に生活するこ

とができ、必要な医療や福祉や、高度な教育を受けることができ、働く場所がある。若者

たちが日本に生まれたことを誇りに感じ、「未来は明るい」と自信を持って言える、そう

した国を創り上げるべく、「希望ある未来」を、「強く豊かな日本列島」を実現してまいり

ます。

　皆様が、伝統を繋ぎながらも新たな挑戦をされている姿に大きな勇気をいただいていま

す。私も、皆様と一緒に挑戦を続けてまいります。

結びに、ライオンズクラブの今後ますますのご発展と、会員の皆様のご健勝とご多幸を心

よりお祈り申し上げます。



祝　辞

大阪府知事

　ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区第 72 回年次大会が、『未来へとつなぐ奉仕と

友情～新たな飛躍のために』をテーマに盛大に開催されますことを、心よりお祝い申し上

げます。また、平素より大阪府政の推進にご支援、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　皆様におかれましては、献血、青少年育成、環境保全など、幅広い奉仕活動を積極的に

展開されてきました。また、災害時には、関西広域連合と提携し、組織力を活かして地域

社会に必要な援助を迅速に提供すべく活動されています。

　長年にわたる皆様のご尽力に深く敬意を表し、心より感謝申し上げます。

　昨年は、皆様のご支援・ご協力のもと、万博を成功裏に開催することができました。万

博を通じて得られた多岐にわたる成果を活かし、成長し続ける大阪を実現します。

大阪、そして日本の 50年後、100 年後の未来を見据え、世界に伍する経済力・都市力と、

唯一無二の魅力を持つ「副首都・大阪」の早期実現に向けて取り組んでまいります。

引き続き、府政へのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

　結びに、ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区の益々のご発展と皆様のご健勝、ご

活躍を祈念し、お祝いの言葉といたします。



祝　辞

大阪市長 横山　英幸

　ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区の第 72 回年次大会が、ここ大阪市で開催され

ますことを心からお喜び申し上げますとともに、近畿各地からお越しいただいた皆様を歓

迎いたします。

　ライオンズクラブの崇高な精神に基づき、近畿各地でご活躍の皆様方が、会員相互の連

携を一層深め、「We Serve ! われわれは奉仕する」をモットーに、環境保全等５つのグロー

バル重点分野への取組や、次代をリードする青少年の健全育成など、様々な社会奉仕活動

の進展を図られますことは誠に意義深く、皆様方のご熱意とたゆまぬご努力に深く敬意を

表する次第であります。

　近年、社会経済情勢が大きく変化する中、人々の生活に密接に関連する様々な問題が顕

在化しており、人々が助け合い、支えあって暮らせる社会の実現が求められております。

　　

こうした中、世界の平和と地域社会の向上発展にライオンズクラブの果たされる役割は誠

に大きく、皆様方の一層のご活躍を期待申し上げます。

本大会を機に、ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区がますます発展されますよう、

また、皆様方のご健勝、ご多幸を心から祈念申し上げまして、お祝いのことばといたします。



祝　辞

国際会長 A.P. シン

　335複合地区ガバナー協議会議長および会員の皆様、

この度は、ライオンズ・インターナショナル 335 複合地区年次大会へご出席いただき、

誠にありがとうございます。

　年次大会は古くからの仲間との関係を深め、新たな仲間を作る絶好の機会です。また、

複合地区がこれまでに達成した成果を喜び、奉仕の新たな機会に目を向ける場でもありま

す。年次大会は、我々のクラブ、地区、そして奉仕活動に対する真摯な取り組みをさらに

強化する良い機会です。

今大会へ参加している皆さんは、奉仕活動においてリーダー的役割を担っていくことにな

るでしょう。ライオンズ・インターナショナルが奉仕の使命を果たしていくためには、全

てのメンバーと地区の協力が不可欠です。なぜなら、誰もが住みよい世界を作るには、全

員が一丸となって取り組む必要があるからです。 

日々私たちには、奉仕を通じて世界をリードし、リーダーシップを通じて世界に奉仕をす

るという模範を示す機会が与えられています。皆さんが地域と世界において、我々のクラ

ブ、奉仕活動、そしてインパクトを高めるために今後も積極的な役割を果たしていただけ

ることを願っています。 

皆様の日頃のご尽力と熱心な取り組みに感謝申し上げます。

ともに奉仕を



　本日は、ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区第 72 回年次大会にご参集いただき、
誠にありがとうございます。近畿 2 府 4 県より多くのライオンの皆様、ご来賓の皆様を
お迎えし、この大阪の地において盛大に年次大会を開催できますことを、大会委員長とし
て心より歓迎申し上げます。また、日頃より地域社会の発展と奉仕活動の推進にご尽力い
ただいておりますすべての会員の皆様に、深く敬意と感謝を申し上げます。
　本年度335複合地区は、津田勝之ガバナー協議会議長の卓越したリーダーシップのもと、
「未来へとつなぐ奉仕と友情 ～新たな飛躍のために～」をテーマに掲げ、各準地区が力を
合わせながら数多くの成果を積み重ねてまいりました。
特に、ライオンズ・インターナショナルが推進する「Mission1.5」の達成に向け、会員拡大、
新クラブ・支部結成、次世代リーダーの育成に積極的に取り組み、組織の未来を見据えた
大きな前進を遂げることができました。これは各地区役員をはじめ、全ての会員の皆様の
熱意と行動力の賜物であります。
　また、本年度は大阪・関西万博が世界中から注目を集める中で開催され、大阪が国際都
市として大きく飛躍する歴史的な年となりました。そのような記念すべき年に、本複合地
区年次大会を開催できますことを大変意義深く感じております。
　さらに、私たち 335 複合地区にとって大きな誇りであります松岡勲ライオンの国際理
事への立候補は、複合地区全体が一丸となって応援した重要な事業とも言えます。この挑
戦は単なる個人の挑戦ではなく、335 複合地区の結束力と存在感を世界へ示す大きな機会
となりました。これまでご支援いただきました全ての皆様に心より感謝申し上げます。
　本日の年次大会は、この一年間の成果を振り返り、その努力を称え合う場であると同時
に、未来への新たな一歩を踏み出す出発点でもあります。ここに集う全てのライオンが友
情を深め、英知を結集し、次代へ奉仕のバトンを力強く繋いで進んでいくことを心より願っ
ております。
　結びに、本大会開催にあたりご尽力いただきました大会関係者、各委員会、各準地区役
員の皆様、そして大会運営を支えてくださったすべての皆様に心より感謝申し上げます。
　本日が皆様にとって実り多く、友情と感動に満ちた一日となりますことを祈念するとと
もに、335 複合地区のさらなる発展と会員皆様のご健勝、ご活躍を心よりお祈り申し上げ、
歓迎の挨拶といたします。
　We Serve.

祝　辞

国際理事 田名部 智之

　本日、ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区第 72 回年次大会が盛大に開催されますことを心

よりお慶び申し上げます。

　本年度、L 津田勝之議長を先頭に 4 名のガバナーが貴複合地区において地域奉仕に邁進し、年度

事業を完結されましたことに敬意を表します。

　特に、OSEAL レオフォーラムがご当地、大阪にて成功裏に開催され、L 城阪勝喜元国際理事に

引き続き L 松岡勲が国際理事候補者として次期国際大会に挑まれますことは、日本のライオンズ

のみならず OSEAL、国際協会におきましても大きく注目され、その良い影響力は多くの準地区そ

して複合地区にも波及しております。

　OSEAL レオフォーラムの準備、運営、後片付けなど大変なご労苦だったと拝察いたしますが、

併せて敬意と感謝を申し上げます。

　また、今期は AP・シン国際会長が強いリーダシップをもって進める「ミッション 1.5」とフォー

ラム成功の為、必然的に複合地区と準地区が、ワンチームとなって取り組まなければならなくなり

通常の複合運営とは違い、大きな負荷がかかったと推察いたします。

しかし、これらの取り組みにより間違いなく貴複合地区は地域奉仕において、近年稀にみる成果が

出ているばかりでは無く、次世代リーダーの発掘と育成にも寄与しているはずです。

　それは正に奉仕の担い手を増やすことだけに留まらず、複合地区が持続可能な組織に変革する

きっかけとなっております。哲学者のアリストテレスは「忍耐とは苦しいものだ。しかし、その果

実は甘い」という言葉を残している通り、今の取り組みは将来の貴複合地区発展のターニングポイ

ントとなるでしょう。

　いよいよ新年度は「ミッション 1.5」の最終年となりますので、新旧の議長・ガバナーが引き続

き大いに連携して重要なミッション達成に向けて意識の統一をするべく本年次大会においてしっか

りと引継ぎと連携をご確認いただければと思います。

　結びにライオンズクラブ国際協会 335 複合地区のご発展と地区内全ての会員の皆様が益々ご活

躍されますこと、皆様のご活躍にて救われる奉仕の受益者が大いに増えます事を御祈念申し上げ、

お祝いの言葉といたします。



祝　辞

国際理事 仁科　良三

　ライオンズクラブ国際協会第 72 回複合地区年次大会が、多くのメンバーの皆さまの御

参加を得て、盛大に開催されますことを心よりお慶び申し上げます。“We Serve” の下、

会員の皆様におかれましては、それぞれのお立場でクラブの活動を支え、地域社会への貢

献に尽力されてきました。これらの活動は、ライオンズ全体と各種団体の地域活動にも広

がっており、さらに活動は多岐にわたり、地域社会に深く根ざした存在となっております。

この様に長きにわたり、地域社会に貢献されている皆様の並々ならぬご努力と情熱に、心

から感謝と敬意を表します。

　ライオンズ インターナショナルは、MISSION 1.5・３大奉仕週間・LCIF への寄付をお

願いしております。未来のライオンズ構築のため、またニーズのある所に奉仕を届けて地

域社会の向上に奉仕して、人々に幸せな人生を送ってもらおうと努力しています。時代の

変化に対応しながら、新たな奉仕活動を展開していくことで、今後の地域にとって欠かせ

ない存在となることでしょう。そして次の世代へとその精神を受け継ぎながら、さらに輝

かしい未来を築かれる事を願っています。

　ライオンズ インターナショナルも進化を続けています。LCI と LCIF が一つの屋根の下

に入り、理事会は合同で行い、互いに理解が深まる方向にシフトしています。ライオンズ

JAPAN の 8 複合地区は、一般社団法人日本ライオンズ、公益財団法人日本ライオンズと

共に、8 複合地区議長、35 準地区のガバナーと一緒になってオール JAPAN ライオンズの

総合力で最大効果が出せる組織にして世界に示していきましょう。



　335 複合地区年次大会が大商都・大阪の地にてこのように盛大に開催できましたことに、心よりお慶び申
し上げます。
　大阪は、昨年世界中の注目が集まる中、関西・大阪万国博覧会が華々しく開催され、大きな成功を納めました。
日本の中でも今最も勢いに乗っているエリアにて複合地区のメンバーが相集い未来志向の中、「友愛と奉仕」
の精神を高めライオンズ愛を深めていく事を願っております。
　会員拡大・LCIF・アクティビティといった大きな柱をしっかりとリンクさせ、新しい時代のニーズに呼応
したライオンズクラブ活動を推進していきたいと思います。
　この 1 年間を通して多くの学びやアイデアを頂き、地区運営に生かすことが出来ましたが、更なる発展と
進化を求めて自己研鑽に励んで参ります。
　結びにあたり、メンバーの皆様に衷心より感謝と御礼を申し上げご挨拶とさせて頂きます。

335-A　地区ガバナー挨拶

地区ガバナー

栗栖　正明
キャビネット幹事

瀬川　雅矢
キャビネット会計

鵜丹谷　剛

　335 複合地区年次大会を大阪の地にて開催できますこと、ひとえに皆様のご支援とご協力の賜物と心より
感謝申し上げます。
　開催にあたり今年度の大会企画は、津田議長のライオンズクラブに対する深い思いと素晴らしいリーダー
シップがあってこそだと感じております。本大会では、委員会ブースを通じてライオンズクラブの多様な活
動への理解を深めていただくとともに、クラブを守り重責を担う役職者である次期会長・幹事の皆様へセミ
ナーが開催されます。
　本大会の成功を祈念申し上げますとともに、新しいライオンズ活動の学びやヒントが生まれることを期待
し、メンバー皆様で盛り上げ一日を楽しみましょう！
本日は誠におめでとうございます。

335-B　地区ガバナー挨拶

地区ガバナー

笹部　美千代
キャビネット幹事

江川　昌克
キャビネット会計

成願　眞理子



　ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区第 72 回年次大会が大阪において開催されることを心からお祝い申
し上げます。
　今年度、地区ガバナーテーマを「愛情と友情とそして情熱ある奉仕を！」、アクティビティスローガンを「清
く、正しく、朗らかに　インパクトある奉仕を！」としています。取り巻く環境が激流のごとく、我が国の
急激な人口減少や世界的な紛争の多発等、様々な大中小の渦が巻いています。私たちライオンズクラブはそ
の中で自分や家族・社員だけが助かればいいとは思いません。愛情を常に胸にもち、仲間の絆を力の源泉と
して、誇りをもってこの一年アクティビティを335-C地区の全同志と行ってきました。本当に感謝いたします。
ありがとうございます。
　335 複合地区内においても奉仕の道は続くことでしょうが、皆様のご活躍を祈念いたしましてご挨拶にさ
せていただきます。本日はまことにおめでとうございます。

335-C　地区ガバナー挨拶

地区ガバナー

田端  俊三
キャビネット幹事

山本  暢彦
キャビネット会計

石井  良和

　本日、ライオンズクラブ国際協会 335 複合地区年次大会が、大阪の地、リーガロイヤルホテル大阪におい
て盛大に開催されますことを、心よりお慶び申し上げます。
　335-D 地区を代表し、日頃より複合地区運営にご尽力を賜っております複合地区役員の皆様、並びに各地
区ガバナー、各準地区よりご参集のライオンの皆様に、深く敬意と感謝を表します。
本年度、私のガバナーテーマを「原点回帰」～絆を深めて次世代へ展開～、スローガンを「なせば成る 
Mission1.5」と掲げ、奉仕の原点に立ち返りながら、会員相互の絆を深め、未来へつながる活動の推進に努め
てまいりました。
　335 複合地区が「We Serve」の精神のもと、地域や文化の違いを超えて結束し、社会に寄り添う奉仕を継
続していることは、誠に意義深いことであります。
　本大会が、これまでの成果を共有し、各地区の英知と情熱を結集して、次なる奉仕への一歩を踏み出す契
機となりますことを心より祈念し、335-D 地区を代表してのご挨拶といたします。

335-D　地区ガバナー挨拶

地区ガバナー

舩橋  佳照
キャビネット幹事

大西　光
キャビネット会計

上田  隆博



地区ガバナー

ライオンズクラブ国際協会
335-A 地区

栗栖　正明

　私は日頃よりライオンズクラブとそのメンバーを心より敬愛しております。

その想いから、今期ガバナーテーマ「拍手喝采」、キーワード「オールジェネレーションの融合と活力」

を掲げ、そして 5つの重点施策を柱としました。

　1. オールジェネレーションが力を結集して、新しいクラブ・支部作りと会員拡大を実現しよう！

4 月現時点において、純増 108 名・新クラブ 1 結成・新支部 5 結成を実現しております。各ゾー

ンにおいてGMT・GET・WYPT の各コーディネーター・委員長・委員の皆様とゾーン・チェアパー

ソンの皆様が中心となり、2 カ月に 1 回のペースで「ミッション 1.5 ミーティング」を開催して、

エリアの特色を取り入れた正クラブ・支部作りに奔走して頂き、多くの成果が達成されました。又、

全メンバーのご尽力により多くのクラブが正会員・賛助会員の増強に成功されております。

　2. 例会活性化の為、創意工夫を取り入れ、出席率を向上させよう！

新会員入会式をはじめ、友愛あふれる例会にたくさん参加させて頂きました。各クラブの皆様の熱

量を肌で感じながら更なる活性化に向けて交流を深めることが出来ました。

　3. 地域社会のニーズに合ったアクティビティを推進し、「新しい出合いの場」を作り出そう！

3 月 29 日にポートアイランド市民広場にて、地区全体イベント「もっとつむぐフェスティバル」

を開催致しました。テーマは「フューチャーワールド・未来の子供たちのために！」です。子供た

ちは言うまでもなく国の宝であり希望です。彼らの活躍する場所を提供して一緒になって青少年健

全育成支援に力を入れて行きたいと思います。

　4. より広いファンドレイジングを念頭に置いた LCIF 活動を推進しよう！

今期地区目標20万ドル達成に向けて従来型の寄付のみならず、より広く一般市民も巻き込んだファ

ンドレイジングを推奨して参りました。4 月現在、目標まで 90％以上の達成率と 0 クラブゼロを

実現しております。ご尽力された全クラブのメンバーに心より感謝申し上げる次第です。

　5. 素晴らしい成果をあげ皆んなで御祝いをしよう！

崇高なる理念のもと心同じくする仲間とアクティビティに邁進する。正にライオンズクラブの奉仕

活動の醍醐味を感じずにはいられません。「友愛の集い」の開催をどんどん進め、その中に新しい

人材を招いて仲間の輪を広げていきましょう。

最後に、全クラブメンバーの今後更なる躍進とご多幸を祈念致します。

誠に有難うございました。

ライオンズクラブよ永遠なれ！

335-A　地区活動報告



地区ガバナー

ライオンズクラブ国際協会
335-B 地区

笹部　美千代

　地区ガバナーとして、「奉仕の愛を拡げましょう～未来への架け橋～」をスローガンに掲げ、こ

の 1年皆様とともに歩んでまいりました。ミッション 1.5 の使命のもと、各クラブ純増 1名をお願

いする中で、改めて深く胸に刻まれたのは、ライオンズクラブの真の力は “人” であり、“心” で

あるということでございます。

　「We Serve」という言葉は、単なるモットーではなく、一人ひとりの行動と想いによって支えら

れています。その灯を未来へと繋いでいくためには、ともに汗を流し、ともに悩み、ともに喜び合

える仲間の存在が欠かせません。奉仕の愛を拡げたい、その一心で「チャレンジプラス 1」を合言

葉として、4つのプロジェクトに取り組んでまいりました。

　学生会員制度では、若い世代が新たに加わることで、クラブに新しい風が吹き込みました。世代

を超えてともに清掃活動に励む姿に奉仕の本質と未来への希望を感じました。プラチナ会員制度で

は、長年クラブを支えてこられた先輩ライオンへの感謝と敬意を形にし、「最後までライオンであ

りたい」という想いを支えることが出来ました。その結果、退会を思いとどまり、今なおクラブに

在籍して下さる方がおられることは、何よりの喜びでございます。

　また、新たな奉仕の形として取り組んだファンドレイジング「レモノワ」は、皆様の温かいご理

解とご協力により、当初の目標を大きく上回る成果を上げることが出来ました。一つひとつのご支

援が大きな力となり、奉仕の可能性を拡げて頂きました。そして、園児たちへの防災グッズの配布は、

未来を担う子どもたちの命を守るという、かけがえのない取り組みが実現しました。

　これらのすべての成果は、決して一人では成し得るものではございません。各クラブの皆様、そ

してメンバーお一人おひとりのご尽力と熱い想いがあったからこそ、ここまで辿り着くことが出来

ました。前を向き続けご協力下さった皆様に心より感謝申し上げます。

　「ひとりで見る夢は夢でしかない。みんなで見る夢は現実となる」 この言葉の通り、皆様ととも

に描いた夢が確かな形となった１年でございました。そしてこの想いが、未来への架け橋として、

これからも力強く繋がっていくことを心より願っております。

ともに歩んでくださった皆様、本当にありがとうございました。

335-B　地区活動報告



地区ガバナー

ライオンズクラブ国際協会
335-C 地区

田端  俊三

　今年度ガイダンスにおいて起承転結で皆様に私の考え・方針を述べさせていただき、それは 21

ゾーン 96 クラブの公式訪問においても説明いたしました。また、ガイダンス最初には「ステータ

スからライフスタイルそしてライフワークへ」と提言をし、会員皆様の意識の変化と家族や社員へ

の感謝へ言及しました。

　国際協会の要請として新クラブ 2、新支部 4、新会員 350 人期末純増 50 人としましたが、新支

部 2と新レオクラブ１となりました。新会員は 250 人弱です。

また LCIF においては目標 56 万ドルのところ 53 万ドルを達成しています。重点項目としては「奉

仕にインパクトを」ということでクリーン「インパクト」ウィークとしてクラブ・ゾーンの垣根を

越えて 10～ 11 月に開催いたしました。次に「今までは各ライオンズクラブで出来ないと思って

いたことへのチャレンジ」として京都・滋賀・奈良の三府県での同日同時刻開催のチャリティーボー

リング大会と開催いたしました。

　また今年度も多くの方々からの提案・アイデアをもとに地区内の会員の方々の実行力の結集で

様々なアクティビティが実施されました。11,637 点の応募があった国際平和ポスターコンテスト、

予選を勝ち抜いた過去最多の 24 チームが熱戦を繰り広げた第 5 回ライオンズクラブ国際協会

335-C 地区ガバナー杯争奪学童野球大会、ライオン・ノンライオン一般市民が参加されました 12

月 5 日開催の高台寺貸切夜間ライトアップイベント、京都・滋賀の二か所で開催された LCIF チャ

リティーゴルフ大会等、まだまだ多くの貴重なアクティビティがあります。

　一つ一つのアクティビティを実施された会員・クラブは私のテーマ「愛情と友情そして情熱ある

奉仕を！」スローガン「清く、正しく、朗らかに　インパクトある奉仕！」を実践されており、

335-C地区のかけがえのない宝物であります。本当に感謝するとともに敬意を表します。以上をもっ

て年次報告といたします。皆様の友情に感謝いたします。ありがとうございました。

335-C　地区活動報告



地区ガバナー

ライオンズクラブ国際協会
335-D 地区

舩橋  佳照

　昨年 7 月に地区ガバナーを拝命して以来、本日まで地区運営に全力で取り組んでまいりました。

本年度は、ライオンズクラブの原点である「奉仕」と「絆」を改めて見つめ直す一年であったと感

じております。

　就任以来、私のガバナーテーマ

　「原点回帰」～絆を深めて次世代への展開～ならびにガバナースローガン「なせば成る　Mission 

1.5」のもと、クラブの活性化、会員増強、奉仕活動の充実、そして次世代への継承を地区運営の

柱として活動を進めてまいりました。地区内各クラブの公式訪問や会議、各種行事を通じ、会員の

皆様と直接対話し、現場の声に耳を傾けることを大切にしてまいりました。

今期の 335-D 地区の地区目標、会員 220 名、純増 30 名、

新クラブ 3クラブ、新支部 5支部を掲げ、その成果として、3月末現在、新たに 2クラブが結成され、

さらに3支部が誕生いたしました。また、会員増強においても各クラブの積極的な取り組みにより、

70 名を超える純増を達成することができました。これらの成果は、地区全体が同じ方向を向き、

一丸となって行動した結果であり、心より敬意を表するものであります。また、新しく新支部が 2

支部、5月に結成される見込みです。目標の５支部達成できます。

　さらに、奉仕活動の原資となる LCIF におきましても、地区目標である 21 万ドルを達成するこ

とができました。会員一人ひとりの高い奉仕意識と温かいご支援の賜物であり、深く感謝申し上げ

ます。

　年度も終盤を迎え、残すところ 2 か月半となりました。今後は会員増強に加え、退会防止にも

一層注力し、すべての会員が誇りとやりがいを持って活動できる環境づくりに努めてまいります。

なお、4月 12 日には、地区の総決算となる地区年次大会を加古川市民会館にて開催いたします。「全

員集合～加古川へ～」を合言葉に、本年度の成果を共有し、次世代への確かな襷をつなぐ場とした

いと存じます。

　これまでの地区運営が円滑に進められましたのも、名誉顧問をはじめとする諸先輩方、キャビネッ

ト役員、各委員長、そして地区内すべての会員の皆様のご理解とご協力の賜物であり、改めて深く

感謝申し上げます。

335-D　地区活動報告
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(D・和田山) (川西) (茨木) (京都鴨川) (加古川中央)
古川　繁浩 藤之原美津子 松本　杜史子 益田　貴夫 平津　康成

(B・堺) (明石魚住) (大阪マーガレット) (長浜) (高砂)
浜原　正豊 符阪　吉保 津田　勝之 一盛　広樹 須々木　智

(A・兵庫みらい) (川西中央) (大阪桜之宮) (舞鶴) (姫路中央)
西洞院 満寿美 野村　智一 赤松　由健

(堺) (京都嵐山) (姫路中央)

2025-2026年度　335複合地区　ガバナー協議会／委員会
国際理事会／GAT／LCIF／(一社)日本ライオンズ　他　組織

委員会 　委　　　員

GMT

GET

国際関係

GLT

GST

WYPT

LCIF

会則

MC

YCE

レオ

ライオンズクエスト

アラート

公益財団法人
日本ライオンズ

335複合地区第 72回年次大会 大会誌 委員会報告 

                            

MD335 WYPTコーデイネーター 

                              畑山 裕子 

 

 335複合地区 WYPT委員会は、今期 GMT委員会と全て合同で 4月までに 5回の委員会を開

催し、「ミッション 1.5」の成功に向け協議を重ねました。 

また、3月 26日には「MD335 GMT・WYPT全体セミナー ～MISSION 1.5 目標達成に向けた

団結～」のセミナーを開催しました。 

セミナーの構成は、 

第一部・準地区ガバナー並びに第一副地区ガバナーのミッション 1.5への取り組み  

第二部・事例紹介と MISSION 1.5 達成への誓い 

①持続可能なミッション MISSION1.5について   

②各地区 GMT・WYPT委員会 会員拡大報告 事例紹介 

とし、最後に参加者 286名で「ミッション 1.5頑張ろう！」のシュプレヒコールを行い、 

次期へと繋がる力強い団結を確認いたしました。 
 

 また、WYPT委員会では、以下の 3点を今期目標として掲げ、 各準地区代表の L松井寿美

子、L宮川峰子、L三𠮷麻弥、L竹内香織とともに職務達成に努めました。 

  １．女性リーダーの育成  

２．女性の地位向上 

  ３．会員における女性比率を 30%に近づける（女性会員増強） 

各準地区の会員数（4月 16日時点）および今期の支部結成状況 

 ７月期首 

会員数 

4月末 

会員数 

内女性会

員数 

女性会員

の% 

今期入会の

女性会員数 

期首より 4月末ま

でに結成されたク

ラブ・支部数 

期末までに結

成予定の支部

数 

335-A 1,535 1,643 

+108 

359 22% 64 クラブ 1 

支部 5 

1～2支部 

結成予定 

335-B 5,726 5,742 

+16 

1,506 26% 14 支部 3 2支部 

結成予定 

335-C 3,334 3,379 

+45 

563 17% 31 支部 2  

335-D 1,381 1,457 

+76 

243 17% 22 クラブ 2 

支部 3 

2支部 

結成予定 

第 72回複合年次大会のブースにおいても、GMT委員会と協働し、LINEスタンプしおりの

配布など「ミッション 1.5 会員拡大」に向けた広報活動を行い、期末まで目標達成に向け

て精一杯取り組んでまいります。 一年間ありがとうございました。 



ガバナー協議会事務局管理委員会
委員長 副委員長

福田　惠太 小林　　聰 神﨑　　守 一盛　広樹 辻川　孝之 藤岡　　宗
(A・芦屋) (D・姫路広陵) (C・京都やわた) (C・舞鶴) (B・泉大津) (B・大阪中央)

第72回年次大会委員会
委員長 副委員長 委員

松秋　峰康 武本　錠治 中嶋　成光 児玉　和久 秋山洋一郎 松本　和也
(B・大阪桜之宮) (B・大阪桜之宮) (A・芦屋) (B・和歌山) (C・京都紫明) (D・姫路大手前)

松岡勲国際理事候補者支援委員会
国際理事候補者 顧問 顧問 顧問

松岡　　勲 城阪　勝喜 永田　賢司 福井　正憲
(C・京都南) (B・大阪港) (C・京都洛陽) (C・山城)

委員長 委員
津田　勝之 廣田　晃一 中谷　豊重 西尾　良典 浜原　正豊

(B・大阪桜之宮) (D・姫路中央) (B・岸和田) (B・大阪北) (A・兵庫みらい)

万博委員会

委員長 事務局長/委員 委員

柿原　勝彦 津田　勝之 栗栖　正明 笹部 美千代 田端　俊三 舩橋　佳照

(B・高槻) (B・大阪桜之宮) (A・神戸(ホスト)) (B・岸和田コスモス) (C・京都鴨川) (D・加古川中央)

オブザーバー

廣田　晃一 永田　雅章 古川　繁浩 野々山　宏 今市　明弘 古谷　茂政

(D・姫路中央) (A・明石しおさい) (B・堺) (C・京都堀川) (D・姫路スター) (A・川西)

堀　　典之 菊池　薫 小谷　誠一 山中　健 西尾　良典 浜原　正豊

(B・茨木) (C・北葛城) (D・加西) (A・芦屋) (B・大阪北) (A・兵庫みらい)

一盛　広樹 濱本 嘉代子 畑山　裕子 正岡　　章 佐々木 由美子 橋崎　良治

(C・舞鶴) (D・福崎サルビア ) (A・西宮ホワイト) (B・吹田江坂) (C・京都むらさき) (D・姫路大手前)

A B C D
古谷　茂政 堀　　典之 菊池　　薫 小谷　誠一

(川西) (茨木) (北葛城) (加西)
高　　龍秀 十河　宏輔 梅山　克啓 松本　和也
(神戸甲南) (枚方ローズ) (草津) (姫路大手前)
瀬川　雅矢 江川　昌克 山本　暢彦 大西　　光

(神戸(ホスト)) (岸和田コスモス) (京都鴨川) (加古川中央)
鵜丹谷　剛 成願 眞理子 石井　良和 上田　隆博

(神戸(ホスト)) (岸和田コスモス) (京都鴨川) (加古川中央)

≪国際理事会≫ ≪LCIF≫
元国際理事 元国際理事 元国際理事 元国際理事 エリアリーダー(西日本)

城阪　勝喜 永田　賢司 西川　義規 福井　正憲 夏　　有民
(B・大阪港) (C・京都洛陽) (D・姫路白鷺) (C・山城) (B・大阪天王寺高津)

会計監査委員 SO委員長 LCIFアドバイザー

第1副地区ガバナー

第2副地区ガバナー

地区キャビネット幹事

地区キャビネット会計

≪一般社団法人日本ライオンズ　理事会／委員会≫
副理事長／PR マーケティング委員長 常務理事／

国際理事候補者資格審査委員 YCE副委員長

廣田　晃一 津田　勝之 小林　　聰 中谷　豊重 江草　長史
(D・姫路中央) (B・大阪桜之宮) (D・姫路広陵) (B・岸和田) (D・和田山)

団　　英男 古川　繁浩 一宮　寿行 秋山洋一郎
(A・神戸みなと) (B・堺) (C・京都東) (C・京都紫明)

会則委員 国際大会委員

YCE委員 アラート委員 アラート班長 ライオン誌
日本語版委員

監事



2025 年～ 2026 年度　複合地区年次報告

335 複合地区ガバナー協議会議長 津田　勝之



GMT委員会

コーディネーター
委員長

西尾　良典

　今期GMT委員会では、WYPT委員会と協働活動を行い「MISSION1.5」達成に向け、
会員拡大と学生会員制度の啓発を最重点課題として取り組みました。その結果、各地
区において新クラブおよび支部結成が着実に進み、組織基盤の強化が図られた一方、
クラブ解散や退会増加といった課題も明確となり、会員維持の重要性が共有されまし
た。3 月 26 日に開催された複合地区 GMT・WYPT 全体セミナーでは地区役員はじめ
各クラブから多くの担当者に御参加頂き、各地区の現状と来期への方向性を認識しま
した。特に学生会員の導入と育成モデルの構築にも注力し、費用負担に対する地区の
支援やクラブの柔軟な受入体制を検討・実践しました。また、会員拡大の方法やツー
ルなどの情報も共有され、若年層との接点を創出することで将来の会員基盤強化を図
る試みでありました。今後は会員の拡大のみならず学生会員制度の定着と拡大、支部・
新クラブ結成の推進、退会防止に取り組み、環境整備や制度改革等、持続可能な組織
運営と会員純増の実現を複合的に目指すべきと考えています。

GET委員会

コーディネーター
委員長

正岡　章

　皆様には、この１年間GET委員会活動にご理解とご協力を頂き、感謝しております。
当委員会では、各地区において新クラブを結成し、その若いパワーを生かして活気あ
る地区を目指そうと努力してまいりました。その結果は、2026 年 6 月末日までの結
成予定も含めて、以下の通りです。
 　　　LC 　　 支部          レオ
A地区 　　　１ 　　　５ 　　　０
B地区 　　　１ 　　　４ 　　　１
C地区 　　　０ 　　　２ 　　　１
D地区 　　　２ 　　　５ 　　　０
これからも、毎年新クラブを結成し、地区の活性化を図るべく努力して参りますので、
今後とも宜しくお願い致します。

橋本　淳 板谷　雅史 中世古　裕之 常深　裕史

上田　勝宏 大山　広二郎 森村　彰博 堀本　肇

井浪　謙祐 河野　尚樹 中村　太亮 三浦　淳子



GLT 委員会

コーディネーター
委員長

野々山　宏

　今期、GLT コーディネーターとして、335 複合地区の指導力育成活動をさせていた
だきました。ABCD 各地区の地区 GLT コーディネーターに委員となっていただき、
前期に引き続き、各地区の活動の交流と支援に重点を置いて取り組んできました。各
地区とも工夫を凝らした指導力育成や会員拡大に向けた研修を実施しており、ＷＥＢ
も活用して 7 回開催した委員会で、各地区の研修・セミナーの報告と交流をして、互
いに大いに刺激を受け、活動の参考になりました。成功事例を参考にしたり、他の地
区の研修に参加してみる等の取り組みも行われました。
　第 1・第 2 副地区ガバナー研修は、今期から 334 複合地区と合同で 2 日間かけて実
施しました。多人数が集まったので、ワークショップ型の充実した内容の濃いセミナー
を実施することができました。また、FDI 講師育成研究会には当複合地区から 2 名が
参加し、研修講師としての力を培いました。
　さらに年次大会では、津田協議会議長の進めた「次期会長、次期幹事セミナー」の
開催のお手伝いをさせていただきました。最後に、この 1 年間活動を支えてくださっ
た全てのメンバーの皆様のご協力に心より感謝し報告とさせていただきます。

GST委員会

コーディネーター
委員長

増本　盛美

　本年度はミッション 1.5 を目標にて各委員会が頑張っておられる中、私達GST 委員
会も奉仕活動にて各地区委員会が会員増強に取り組みました。ライオンズクラブがど
のような活動をしているのか？ まず今期は｢思いやりは大切なこと｣奉仕アワードに数
多く応募をいただいた中、B 地区の那賀 LC が国際レベルで受賞されました。全世界
30 クラブの 1 つとして名誉ある受賞です。また本年度初めて実施された｢奉仕週間ビ
デオショーケース｣では、第 1 弾「心の健康とケア」部門において A 地区の神戸須磨
LCが全世界 30クラブの一つに選ばれる栄誉を得られました。
　2021 年から手がけている中古眼鏡リサイクル・プロジェクトにおいても本年度は 2
府 4 件の 60 クラブとメガネ販売会社より約 10,000 本の提供がありました。複合チー
ムと D 地区 GST 委員会の協力のもと洗浄・測定・個包装を行い、カナダ公認リサイ
クルセンターに送りました。今後もご期待に添える様、皆様のご紹介先も含めカンボ
ジア、マレーシアだけでなく、メガネを必要としている人々に提供していく所存です
ので、益々のご協力ご指導をお願いいたします。
     

森　 大介 北角　強 為永　義正 江草　長史

片山　暁 佐野　圭一 千綾　剛志 岡本　昭徳 松本　直樹 辻田　英志 北野　砂恵子



WYPT委員会

コーディネーター
委員長

畑山　裕子

　335 複合地区 WYPT 委員会は、今期 GMT 委員会と全て合同で 4 月までに 5 回の委員会を開催し、「ミッション 1.5」の成功に
向け協議を重ねました。また、3 月 26 日には「MD335 GMT・WYPT 全体セミナー　～ MISSION 1.5 目標達成に向けた団結～」
のセミナーを開催しました。セミナーの構成は、
第一部・準地区ガバナー並びに第一副地区ガバナーのミッション 1.5 への取り組み 
第二部・事例紹介とMISSION 1.5 達成への誓い
①持続可能なミッションMISSION1.5 について
②各地区GMT・WYPT 委員会　会員拡大報告　事例紹介
とし、最後に参加者 286 名で「ミッション 1.5 頑張ろう！」のシュプレヒコールを行い、次期へと繋がる力強い団結を確認いた
しました。
　また、WYPT 委員会では、以下の 3点を今期目標として掲げ、 各準地区代表の L松井寿美子、L宮川峰子、L三𠮷麻弥、L竹内
香織とともに職務達成に努めました。
　　１．女性リーダーの育成　
　　２．女性の地位向上
　　３．会員における女性比率を 30%に近づける（女性会員増強）

第 72 回複合年次大会のブースにおいても、GMT 委員会と協働し、LINE スタンプしおりの配布など「ミッション 1.5 会員拡大」
に向けた広報活動を行い、期末まで目標達成に向けて精一杯取り組んでまいります。　一年間ありがとうございました。

LCIF 委員会

コーディネーター
委員長

髙井　利夫

　2025～2026年度の335複合地区は本年度も人道支援に積極的に推進し、 災害援助、
視力保護、青少年育成、環境保全等、多岐にわたる分野で成果を上げました。
335 複合地区においても、各クラブが連携し献金活動を強化するとともに、地域に根
差した奉仕活動を展開しました。 
その結果、LCIF への理解と協力が一層深まり、会員の奉仕意識の向上にもつながり
ました。 
会員の皆様にご協力いただきましたことに感謝致します。

      

松井　寿美子 宮川　峰子 三𠮷　麻弥 竹内　香織 磯部　裕子 森口　美代子 鈴木　千鶴子 松本　茂宏

岡田　隆彦 眞田　健二

岡田　一平 髙井　昭典

一盛　広樹 藤井　一弘 本保　真司 麻田　弘史 坂上　功治 沼田　恒守

335複合地区第 72回年次大会 大会誌 委員会報告 

                            

MD335 WYPTコーデイネーター 

                              畑山 裕子 

 

 335複合地区 WYPT委員会は、今期 GMT委員会と全て合同で 4月までに 5回の委員会を開

催し、「ミッション 1.5」の成功に向け協議を重ねました。 

また、3月 26日には「MD335 GMT・WYPT全体セミナー ～MISSION 1.5 目標達成に向けた

団結～」のセミナーを開催しました。 

セミナーの構成は、 

第一部・準地区ガバナー並びに第一副地区ガバナーのミッション 1.5への取り組み  

第二部・事例紹介と MISSION 1.5 達成への誓い 

①持続可能なミッション MISSION1.5について   

②各地区 GMT・WYPT委員会 会員拡大報告 事例紹介 

とし、最後に参加者 286名で「ミッション 1.5頑張ろう！」のシュプレヒコールを行い、 

次期へと繋がる力強い団結を確認いたしました。 
 

 また、WYPT委員会では、以下の 3点を今期目標として掲げ、 各準地区代表の L松井寿美

子、L宮川峰子、L三𠮷麻弥、L竹内香織とともに職務達成に努めました。 

  １．女性リーダーの育成  

２．女性の地位向上 

  ３．会員における女性比率を 30%に近づける（女性会員増強） 

各準地区の会員数（4月 16日時点）および今期の支部結成状況 

 ７月期首 

会員数 

4月末 

会員数 

内女性会

員数 

女性会員

の% 

今期入会の

女性会員数 

期首より 4月末ま

でに結成されたク

ラブ・支部数 

期末までに結

成予定の支部

数 

335-A 1,535 1,643 

+108 

359 22% 64 クラブ 1 

支部 5 

1～2支部 

結成予定 

335-B 5,726 5,742 

+16 

1,506 26% 14 支部 3 2支部 

結成予定 

335-C 3,334 3,379 

+45 

563 17% 31 支部 2  

335-D 1,381 1,457 

+76 

243 17% 22 クラブ 2 

支部 3 

2支部 

結成予定 

第 72回複合年次大会のブースにおいても、GMT委員会と協働し、LINEスタンプしおりの

配布など「ミッション 1.5 会員拡大」に向けた広報活動を行い、期末まで目標達成に向け

て精一杯取り組んでまいります。 一年間ありがとうございました。 

副コーディネーター 副コーディネーター LCIF アドバイザー



≪一般社団法人日本ライオンズ　理事会／委員会≫
副理事長／PR マーケティング委員長 常務理事／

国際理事候補者資格審査委員 YCE副委員長

廣田　晃一 津田　勝之 小林　　聰 中谷　豊重 江草　長史
(D・姫路中央) (B・大阪桜之宮) (D・姫路広陵) (B・岸和田) (D・和田山)

団　　英男 古川　繁浩 一宮　寿行 秋山洋一郎
(A・神戸みなと) (B・堺) (C・京都東) (C・京都紫明)

会則委員 国際大会委員

YCE委員 アラート委員 アラート班長 ライオン誌
日本語版委員

監事

会則委員会

委員長

中谷　豊重

1.( 一社 ) 日本ライオンズ会則委員会の委員として、「ライオンズ必携」と「ライオン
　ズ役員必携」の改定を行いました。
　今年度から両冊子を合本化したうえで、従来の冊子版に加えて ( 一社 ) 日本ライオ
　ンズのWEBサイトに掲載することとしました。
　今後、変更等があった時は、直ちに反映できるようになるものと考えています。
2. 各 MDに対し、各クラブにおいて会則例会の実施を依頼するよう要請しました。

MC委員会

委員長

今市  明弘

1. 国際平和ポスターコンテスト複合地区審査会
　11 月 27 日（木）に開催し、各地区からの最優秀賞 1 点から A 地区の応募作品を複合
　地区最優秀賞に選出しました。
2.MD ウェブサイトに記録をアップ。全国アラートフォーラムへの協力
　・2026 年 3 月 13 日（金）にリーガロイヤルホテル大阪で開催されたフォーラムにて
　　MC 委員会は広報や映像・写真の記録を担当。
　・ガバナー協議会、各セミナー、オセアルフォーラム、国際大会などの映像・写真記
　　録をアップ。
3.MD335 初の情報誌『みゃくみゃく通信』をウェブサイトにアップしました。
　・津田勝之協議会議長方針、各ガバナー方針、全国アラート大会、年次大会
　・300A複合區・335 複合地区国際姉妹提携締結46 周年記念事業、オセアルフォーラム、
　　国際大会・複合地区セミナーなどにつき発信。
　・準地区が苦戦を強いられているミッション 1.5、会員増強に繋がる PR 方法につい
　　て成功事例を掲載する。
　・『今後の取組と課題』
　・情報発信と PR：例会や奉仕活動の模様を広報誌などで周知し、ライオンズクラブ
　　のブランド力を高める。
　・会員増強（マーケティング）：新しいメンバーを獲得するための戦略を立案実施。
　・コミュニケーションの活性化：各員会との円滑な連携を図る。

辰巳　博昭 藤岡　宗 川村　頼久 西村　俊亮

古川　征治 中植　昭彦 西川　賴男 原田　一郎



YCE委員会

委員長

団　英男

　新型コロナウイルス感染症の影響により一時停止しておりました YCE 事業は、各
地区の献身的な取り組みにより、現在は順調に推移しております。中でも 335-B 地区
にて実施されている国際キャンプは、一国一名の募集形式を採用しており、多様な文
化・風習・言語を有する若者が世界各国から集い、活発な国際交流の場となっており
ます。
　YCE プログラムは 1961 年に国際理事会で採択され、1974 年に正式導入された、
65 年以上の歴史を有する事業です。時代の変遷とともにその形態は変化し、派遣・
受入人数は減少傾向にあるものの、内容の充実と改善を重ね、着実に成果を上げてい
るものと確信しております。
　今後は複合地区主導に加え、各地区およびクラブが主体的に海外の地区・クラブと
連携し、必要に応じて複合地区 YCE 委員会が支援する体制へと発展していくことが
望まれます。
　本年も多くの若者が海外へと羽ばたき、また日本を訪れます。YCE を過度に困難な
事業と捉えることなく、可能な範囲から挑戦していく姿勢が求められております。引
き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

レオ委員会

委員長

大塚　純子

　今期のレオ委員会活動においての大きな事業は、OSEAL レオフォーラムが日本・
大阪で開催されたことです。 11月 7日～ 9日に開催されたOSEALレオフォーラムは、
多くのライオンズメンバーの温かいご支援のもと成功裏に終了しました事を、心より
御礼申し上げます。 
　本フォーラムには海外 8 カ国から 96 名、国内からは北海道帯広から奄美大島まで
119 名のレオが参加し、国境を越えて多様な文化や価値観に触れ、自己紹介・活動紹介・
会員増強に関する課題や工夫について活発な意見交換が行われました。
なお、次回は 11 月 13 日～ 15 日に OSEAL フォーラムとOSEAL レオフォーラムがマ
レーシア・ペナンにて同時開催されます。レオフォーラムは登録も開始されています
ので、多くの皆様のご参加をお待ちしております。
　レオはスポンサークラブのもと自クラブ・地区・複合地区との連携による献血活動・
子ども食堂・スポーツ大会などを展開しております。学生レオにとっては近年学業や
アルバイトの多忙化などにより活動時間の確保が課題となっております。今後もライ
オンズとの連携を深め、レオの成長に寄り添いながら充実した活動を目指してまいり
ます。
　今期はベストレオ賞推薦者出す事が出来ました。レオにエールをお願い致します。

植谷　晃一 森田　茂稔 花満　祥文 髙階　康史

阪田　勝紀 若原　邦弘 松本　茂宏 山田　泰弘

阪谷　匡亮

森田　茂稔



ライオンズクエスト委員会

委員長

永田　雅章

　今期ライオンズクエスト委員会では 4 回の委員会を開催して、各準地区での取組を
共有して更なる活性化に繋げて参りました。その一助として今期もライオンズクエス
ト説明員認定講習を実施して各地区より参加いただきました。全国に於いても当複合
地区はライオンズクエスト事業をリードしていく存在です。その活動が更に広がって
いくように、
　次期に引き継いで参ります。

国際関係委員会

委員長

江草　長史

1. 第 62 回 OSEAL フォーラム札幌大会（2025 年 10 月 23 日～ 26 日）
　2019 年広島大会以来の日本での開催で各地区からたくさんのメンバーに参加い　
　ただきました。
2.300A 複合區との交流会（2026 年 3月 29 日～ 31 日）
　津田議長を始め 41名で参加し、歓迎会から観光、フェアウェルパーティーと、しっ
　かりと交流でき、次年度神戸での再会を誓いあいました。
3. 第 108 回香港大会（2026 年 7月 3日～ 7日）
　アトランタから開催地が香港に変更され、中国での開催ということで規模も縮小さ
　れパレードも中止になりましたが、250 名を超える登録をいただいており、盛り上
　げていきたいと思います

北川　昌幸 山下　大 岡本　久美 宇田　吉広

大田　雅弘 高松　順一 坂野　寛 松本　喜至



委員長

浜原　正豊

　公益財団法人日本ライオンズ委員会における今期の活動目標は、一
人でも多くの複合地区内メンバーに公益財団法人日本ライオンズの目
的や成り立ちと沿革、活動実績などをご理解して頂けるように啓発活
動を展開することです。その一環として昨年に引き続き複合内 ZOOM
セミナーを 2026 年 2 月 18 日 ( 水 ) 14:00 ～ 15:30、3 月 18 日 ( 水 ) 
14:00～ 15:30、4月 15日 (水 ) 14:00～ 15:30の 3回開催致しました。
これからも一人でも多くの方にご理解いただき応援者を増やしていき
たいと思っております。活動内容にご賛同頂けた方は、年間 1 口
2000 円以上のご寄付を賜りますようお願い申し上げます。

アラート委員会

公益財団法人日本ライオンズ委員会

委員長

古川　繁浩

1. 本年度は「防災・減災におけるライオンズの役割」を定義し、組織の即応力向上に
　邁進。「オールライオンズ」を基本方針に、有事の際に個々が「能動者」として自
　ら考え行動できる体制の構築を重点課題としました。
2.「全国アラートフォーラム in 大阪」は 800 名を超える参加者を得て、組織の壁を
　越えた連動性を高める機会となりました。
　・リーダー研修会： 第 1・第 2 副地区ガバナーおよび各複合地区幹部が対象。広域
　　災害時の指導力と意思決定の在り方を共有。
　・マッチング分科会： ゾーンチェアパーソン等、次世代幹部が対象。地区内の緊密
　　な連携と情報のマッチング手法につき具体的な議論を展開。
　・メインフォーラム：山口大学の三浦房紀名誉教授の基調講演では「大災害に際し
　　個々のライオンがどうあるべきか」を考え意識変革を促進。
　・交流会： 350 名超が参加し、非常時における人間関係のネットワーク（統合化）
　　を強化。
3. 委員会活動もフォーラムも、各地区からの出向メンバーなくしては成功し得ません
　でした。各地区の第一線で活躍するメンバーが英知を結集させ、真に機能する委員
　会となりました。慣れない大役を務める私を支えてくださったメンバーに敬意を表
　すと共に心より感謝を申し上げます。
4. 結びに、本年度の活動を通じて、ライオンズの組織力と各メンバーの「能動者」と
しての意識とを統合する重要性を再確認しました。全国アラートフォーラムで得た知
見とネットワークを次年度以降の土台とし、アラート体制の実効性を高めて参ります。

　多大なるご支援を賜りました皆様に厚く御礼申し上げ、本年度の報告といたします。

藤之原美津子

符阪　吉保 須々木　智 西洞院満寿美 野村　智一 赤松　由健津田　勝之 一盛　広樹

松本　杜史子 益田　貴夫 平津　康成

第 5回全国特別支援学校フットサル大会
■東関西・西関西地区大会 (予選 )
　　・日時　8月 1日 ( 土 )　10:00 ～ 17:00 ・場所　ヴィクトリーナ・ウインク体育館
■全国大会である姫路大会 (決勝 )
　　・日時　11月 6日 ( 金 )　16:00 ～      開会式
　　　　　　11月 7日 ( 土 )　9:30 ～ 17:00  予選リーグ、順位決定リーグ
　　　　　　　　　　　　　　18:30 ～　　　表彰、閉会式
    ・場所　ヴィクトリーナ・ウインク体育館
　　・主管　第 5回全国特別支援学校フットサル大会実行委員会



会計監査委員 SO委員長

福田　惠太

辻川　孝之 藤岡　宗

松秋　峰康 武本　錠治 中嶋　成光

児玉　和久 松本　和也秋山　洋一郎

小林　聰 神﨑　守

事務局管理委員長

年次大会委員会

事務局管理副委員長

委員長 副委員長



地区ガバナー

松岡勲国際理事候補者支援委員会

 城阪　勝喜

津田　勝之 廣田　晃一 中谷　豊重

西尾　良典 浜原　正豊

永田　賢司 福井　正憲

顧　問 顧　問 顧　問

委員長 委　員 委　員

委　員 委　員



柿原　勝彦
委員長 委　員

委　員 委　員

事務局長 /委員

津田　勝之 栗栖　正明
委　員

笹部　美千代

オブザーバー オブザーバー

廣田　晃一 永田　雅章
オブザーバー

オブザーバー

古川　繁浩

野々山　宏
オブザーバー

今市　明弘
オブザーバー オブザーバー

古谷　茂政 堀　典之
オブザーバー

オブザーバー

菊池　薫

小谷　誠一
オブザーバー

山中　健
オブザーバー オブザーバー

西尾　良典

オブザーバー

濱本　嘉代子
オブザーバー

畑山　裕子
オブザーバー

正岡　章

浜原　正豊
オブザーバー

オブザーバー

一盛　広樹

佐々木由美子
オブザーバー

橋崎　良治

田端　俊三 舩橋　佳照

万博委員会



津田　勝之

夏　有民

廣田　晃一

江草　長史 団　英男

会長 副会長 幹事

LCIF

一般社団法人日本ライオンズ　理事会　委員会

レオ複合 335

中谷　豊重小林　聰

古川　繁浩

寺脇　心愛   伊原　周作 濱上　剣
会計

小岩　采加

一宮　寿行 秋山　洋一郎

LCIF エリアリーダー (西日本 )

専務理事／ PRマーケティング委員長
国際理事候補者資格審査委員 常務理事／ YCE副委員長 監　事 会則委員

国際大会委員 YCE委員 アラート委員 アラート班長 ライオン誌日本語版委員



行　　事



新結成アワード

対象期間︓2025年3月～2026年3月

地区 ライオンズクラブ名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

D 但州LC 堀谷昌平 335-D地区 舩橋佳照

D 加古川てる姫LC 上田隆博 加古川中央 藤田哲弥

地区 クラブ支部名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

A 神戸カンタービレ支部 古谷　美和 神戸（ホスト） 勝田　雅昭

A 兵庫花笑み支部 明石　春枝 明石 丸井　保明

A 尼崎ライオンズサポーター支部 飯澤　芳久 尼崎 宮城　亜輻

A 兵庫姿勢カイロ支部 山根　裕子 明石 丸井　保明

A 西宮戎サイクリング支部 林　正人 西宮戎 笠井　秀人

（結成時）小谷　寛

（今期）谷本　順一

（結成時）永田　一男

（今期）鉾谷　祐二

B 東大阪はぴねす支部 上野　哲央 東大阪 築山　正邦

B 大阪We Serve支部 瀬戸野　愛 大阪 森　　 一郎

C
京都東GP支部

（GP：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊﾟｲｵﾆｱ）
能任　裕行 京都東 立岡　孝信

C 京都わかくさねっと支部 中谷　香 京都朱雀 益田　大輔

C 八日市リラ支部 西井　智子 八日市 北口　晴樹

C 京都堀川お結び支部 池田　智子 京都堀川 宮田　悠喜

C 京都洛陽モーニング支部 三田村　邦彦 京都洛陽 早稲田　定雄

C 京都シンバ支部 金　成奎 京都嵐山 甲元　利英

C 栗東OLEO（オレオ）支部 小野　元嗣 栗東 園田　敏明

D 福崎サルビアペタル支部 濱本直也 福崎サルビア 望月実香

D 高砂G.S.B支部 伊藤広海 高　砂 浜谷和英

D 加古川ビッグキャッチ支部 安藤宏益 加古川中央 藤田哲弥

地区 レオクラブ名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

C 京都雅 沖田　佳奈子 京都錦 中村　改司

堺

B 河内長野ピークハント支部 別井　亮 河内長野

B 堺はじまりの支部 満仲　雄二

ライオンズクラブ国際協会
2025 ～ 2026 年度国際平和ポスターコンテスト

335
複合地区
最優秀賞

テーマ『ひとつになって』 



新結成アワード
新結成アワード

対象期間︓2025年3月～2026年3月

地区 ライオンズクラブ名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

D 但州LC 堀谷昌平 335-D地区 舩橋佳照

D 加古川てる姫LC 上田隆博 加古川中央 藤田哲弥

地区 クラブ支部名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

A 神戸カンタービレ支部 古谷　美和 神戸（ホスト） 勝田　雅昭

A 兵庫花笑み支部 明石　春枝 明石 丸井　保明

A 尼崎ライオンズサポーター支部 飯澤　芳久 尼崎 宮城　亜輻

A 兵庫姿勢カイロ支部 山根　裕子 明石 丸井　保明

A 西宮戎サイクリング支部 林　正人 西宮戎 笠井　秀人

（結成時）小谷　寛

（今期）谷本　順一

（結成時）永田　一男

（今期）鉾谷　祐二

B 東大阪はぴねす支部 上野　哲央 東大阪 築山　正邦

B 大阪We Serve支部 瀬戸野　愛 大阪 森　　 一郎

C
京都東GP支部

（GP：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊﾟｲｵﾆｱ）
能任　裕行 京都東 立岡　孝信

C 京都わかくさねっと支部 中谷　香 京都朱雀 益田　大輔

C 八日市リラ支部 西井　智子 八日市 北口　晴樹

C 京都堀川お結び支部 池田　智子 京都堀川 宮田　悠喜

C 京都洛陽モーニング支部 三田村　邦彦 京都洛陽 早稲田　定雄

C 京都シンバ支部 金　成奎 京都嵐山 甲元　利英

C 栗東OLEO（オレオ）支部 小野　元嗣 栗東 園田　敏明

D 福崎サルビアペタル支部 濱本直也 福崎サルビア 望月実香

D 高砂G.S.B支部 伊藤広海 高　砂 浜谷和英

D 加古川ビッグキャッチ支部 安藤宏益 加古川中央 藤田哲弥

地区 レオクラブ名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

C 京都雅 沖田　佳奈子 京都錦 中村　改司

堺

B 河内長野ピークハント支部 別井　亮 河内長野

B 堺はじまりの支部 満仲　雄二



会員拡大アワード　クラブの部
新結成アワード

対象期間︓2025年3月～2026年3月

地区 ライオンズクラブ名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

D 但州LC 堀谷昌平 335-D地区 舩橋佳照

D 加古川てる姫LC 上田隆博 加古川中央 藤田哲弥

地区 クラブ支部名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

A 神戸カンタービレ支部 古谷　美和 神戸（ホスト） 勝田　雅昭

A 兵庫花笑み支部 明石　春枝 明石 丸井　保明

A 尼崎ライオンズサポーター支部 飯澤　芳久 尼崎 宮城　亜輻

A 兵庫姿勢カイロ支部 山根　裕子 明石 丸井　保明

A 西宮戎サイクリング支部 林　正人 西宮戎 笠井　秀人

（結成時）小谷　寛

（今期）谷本　順一

（結成時）永田　一男

（今期）鉾谷　祐二

B 東大阪はぴねす支部 上野　哲央 東大阪 築山　正邦

B 大阪We Serve支部 瀬戸野　愛 大阪 森　　 一郎

C
京都東GP支部

（GP：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊﾟｲｵﾆｱ）
能任　裕行 京都東 立岡　孝信

C 京都わかくさねっと支部 中谷　香 京都朱雀 益田　大輔

C 八日市リラ支部 西井　智子 八日市 北口　晴樹

C 京都堀川お結び支部 池田　智子 京都堀川 宮田　悠喜

C 京都洛陽モーニング支部 三田村　邦彦 京都洛陽 早稲田　定雄

C 京都シンバ支部 金　成奎 京都嵐山 甲元　利英

C 栗東OLEO（オレオ）支部 小野　元嗣 栗東 園田　敏明

D 福崎サルビアペタル支部 濱本直也 福崎サルビア 望月実香

D 高砂G.S.B支部 伊藤広海 高　砂 浜谷和英

D 加古川ビッグキャッチ支部 安藤宏益 加古川中央 藤田哲弥

地区 レオクラブ名 会長名 スポンサークラブ
スポンサークラブ

会長名

C 京都雅 沖田　佳奈子 京都錦 中村　改司

堺

B 河内長野ピークハント支部 別井　亮 河内長野

B 堺はじまりの支部 満仲　雄二

対象期間︓2025年3月～2026年3月
地区 クラブ名 会長氏名 入会人数 %

A 西宮甲子園 上谷　幸美 30 150

B 大阪すみよし 津和　邦明 17 142

C 京都遊心 松尾　承信 10 67

C 京都洛西 小笠原　英爾 6 60

B 大阪港 嶋谷　優香 23 47

B 大阪侍 巽　　大峻 8 44

B 河内長野 鉾谷　祐二 10 37

D 福崎サルビア 望月実香 11 36

B 大阪United Pride 皆光　　燈 10 35

C 北葛城 奥田　善啓 5 33

C 京都パレス 家原　豊 8 31

B 東大阪布施 三宅　広明 8 30

C 京都朱雀 益田　大輔 7 30

B 東大阪 築山　正邦 10 29

B 大阪シニア 安東　　元 5 28

A 明石 丸井　保明 11 27

C 京都洛翠 奥田　翔一 9 27

C 奈良西 杉本　龍治 12 26

C 京都東 立岡　孝信 8 26

B 東大阪東 松井　利隆 6 26

B 富田林 諏訪　貴之 6 26

B 四條畷中央 平井　正明 5 26

C 亀岡 堤　一雄 11 25
B 堺仁徳 服部　安宏 9 24
C 高島 梅村　烈 9 24
A 尼崎武庫 中島　清 7 24
B 大阪 森　　一郎 17 22
C 橿原 岡橋　勢美男 11 22
A 尼崎 宮城　亜輻 5 22
C 栗東 園田　敏明 12 21
D 高砂 渋谷和英 7 21
B 泉南中央 中山　武彦 7 20
A 尼崎南 土田壮太郎 5 20
A 丹南 板野　安弘 3 20
B 大阪銀橋 細川　一夫 3 20

会員拡大アワード　クラブの部



会員拡大アワード　個人の部
対象期間︓2025年3月～2026年3月

地区 クラブ名 会員名 スポンサー
人数

A 西宮甲子園 上谷　幸美 24
C 京都遊心 松岡　勲 10
B 大阪 城阪千太郎 9
D 福崎サルビア 濱本嘉代子 9
A 神戸（ホスト） 勝田　雅昭 7
A 明石魚住 藤之原美津子 7
B 河内長野 永田　一男 7
A 西宮戎 笠井　秀人 6
B 新宮 前田　良造 6
C 京都朱雀 渡部　由紀子 6
A 明石 松井　寿美子 5
B 大阪中央 水落健太郎 5
B 吹田江坂 正岡　　章 5
B 東大阪 築山　正邦 5
B 富田林 山田　泰弘 5
B 大阪狭山 野邑　浩子 5
C 京都洛陽 牧野　聡 5
C 京都東 北村　隆幸 5
C 亀岡 堤　一雄 5

会員拡大アワード　個人の部



LCIF アワード　クラブ
対象期間︓2025年3月～2026年3月

地区 クラブ名 会長名 寄付額（＄）
小数点以下なし

D 姫路大手前 木谷　裕之 80,166
C 京都南 平塚　鉄也 40,300
B 藤井寺 廣岡　成典 33,455
D 加古川中央 藤田　哲弥 31,337
B 柏原 辺見　　実 30,061
C 長浜 宮島　正典 29,900
A 神戸（ホスト） 勝田　雅昭 29,890
A 川西 仁部　　徹 27,450
C 京都東 立岡　孝信 25,600
C 奈良西 杉本　隆治 24,167
C 近江八幡 岡　京滋 23,270
D 姫路 勝間　功雄 23,202
B 茨木 山田　隆司 23,064
B 八尾 中西　啓豪 22,678
B 高槻 𠮷岡登志夫 21,775
A 神戸ウエスト 藤井　一弘 20,695
B 大阪ＪＯＩＮＵＳ 南谷　浩三 20,392
C 水口 藤澤　正幸 19,984
B 堺 谷本　順一 18,841
B 松原 小林　裕克 18,634
B 四條畷中央 平井　正明 18,627
B 岸和田コスモス 松木　千鶴 18,064
B 大阪 森　　一郎 18,012
B 大阪天王寺高津 若林　日出紀 16,365
B 大阪若獅子 斎藤　英樹 16,307
D 姫路スター 永渕　政彦 16,140
B 堺陵東 井上　裕介 16,130
B 大阪西 井上　芳幸 15,780
C 京都鉾町 宍戸　伸考 15,400
B 枚方ローズ 上田　哲也 15,086
C 京都淀 田中　満穂 14,600
C 草津 堀竹　宏彰 13,800
C 彦根 樋口　彰宏 13,200
C 京都堀川 宮田　悠喜 12,800
D 姫路さくら 森澤　陽子 12,796
B 守口 市場　重良 12,639
B 茨木ハーモニー 山本千穂子 12,466
A 西宮ホワイト 奥野　尚美 12,370

LCIFアワード　クラブ



LCIF アワード　個人
対象期間︓2025年3月～2026年3月
地区 会員名 クラブ名 口数 通算口数
D 高井　利夫 姫路大手前 25 226
B 古川　義男 大阪ＪＯＩＮＵＳ 20 101
B 岡田　隆彦 藤井寺 20 81
C 松岡　　勲 京都南 20 364
B 森　　太一 大阪若獅子 15 116
B 夏　　有民 大阪天王寺高津 15 106
B 本保　真司 四條畷中央 12 36
B 鯖江　敏子 茨木ハーモニー 11 101
B 笹部美千代 岸和田コスモス 11 43
D 松本　　徹 姫路スター 11 29
C 久保西　竜成 奈良西 10 61
D 髙井　昭典 姫路 10 23
D 坂上　功治 姫路大手前 10 19
C 針田　一朗 京都鉾町 8 165
A 藤井　一弘 神戸ウエスト 7 112
A 福田　信也 神戸ウエスト 6 36
A 中川　秀幸 宝塚 6 14
D 岸本　靖子 姫路さくら 6 101
A 栗栖　正明 神戸（ホスト） 5 14
A 下副田弘文 明石西 5 60
B 西木　直美 大阪 5 40
B 齊藤　正実 大阪西 5 56
B 城阪　勝喜 大阪港 5 152
B 堀　　典之 茨木 5 28
B 十河　宏輔 枚方ローズ 5 15
B 西洞院満寿美 堺 5 21
C 鎌土　璃沙 京都南 5 24
C 秋山洋一郎 京都紫明 5 30
D 松本　和也 姫路大手前 5 10
D 梶　　正典 姫路大手前 5 5
A 野木　良彦 伊丹猪名野 4 25
B 三浦　正彦 柏原 4 12
D 小谷　誠一 加西 4 15
A 関　美和子 神戸ウエスト 3 7
B 藤岡　　宗 大阪中央 3 15
B 柿原　勝彦 高槻 3 56
B 高松　順一 茨木 3 54
B 池端　一起 泉佐野中央 3 4
B 小森　正剛 串本 3 8

LCIFアワード②　個人



LCIF アワード　企業
対象期間︓2025年3月～2026年3月

地区 紹介者(会員)名 クラブ名 ※ 今期合計口数 通算口数
D 高井　利夫 姫路大手前 35 222
A 葛村　和弘 川西 20 1
C 藤澤　正幸 水口 10 10
B 本保　真司 四條畷中央 7 14
D 髙井　昭典 姫路 6 34
C 麻田　弘史 京都うずら野 5 6
C 佐々木由美子 京都むらさき 4 31
A 植松　真二 津名 3 3
B 白石　純也 守口 3 7

LCIFアワード③　企業



2025 ～ 2026 年度
「思いやりは大切なこと」奉仕アワード対象期間︓2025年3月～2026年3月

地区 紹介者(会員)名 クラブ名 ※ 今期合計口数 通算口数
D 高井　利夫 姫路大手前 35 222
A 葛村　和弘 川西 20 1
C 藤澤　正幸 水口 10 10
B 本保　真司 四條畷中央 7 14
D 髙井　昭典 姫路 6 34
C 麻田　弘史 京都うずら野 5 6
C 佐々木由美子 京都むらさき 4 31
A 植松　真二 津名 3 3
B 白石　純也 守口 3 7

LCIFアワード③　企業

335-C 地区　那賀ライオンズクラブ
「ケニアガールズ救済プロジェクト」
【国際協会アワード入賞】

335-B 地区　池田レオクラブ
「こども居場所づくり」

ライオンズクラブ部門

レオ部門

肌面・下着面の布で吸収体を挟み縫い合わせ、スナップボタンを付ける

完成した布ナプキンを５枚ずつハンカチで包み、メッセージを添えました

➡
この写真

「思いやりは大切なこと」奉仕アワード 

335 複合地区最優秀賞 

ライオンズ部門： 

335-C 地区 那賀 LC「ケニアガールズ救済プロジェクト【国際協会アワード入賞】 

レオ部門： 

335-B 地区 池田レオクラブ「こども居場所づくり」 

 

335 複合地区優秀賞 ライオンズ部門 

A 神戸須磨 LC ウクライナからの避難者にセラピー犬で癒しをプレゼント 

A 川西 LC 源氏支部 ほたるの幼虫放流会 

A 氷上 LC 薬物乱用防止教育 

B 大阪 JOINUS LC 能登半島地震被災者支援 「能登半島被災地学童野球京セラ ドーム招待＆野球教室」 

B 北摂未来 LC はたらくってうれしい！つながるお仕事 ～北摂未来ライオンズフェス 2024～ 

C 京都朱雀 LC 京都わかくさねっと支援強化＆支部結成 

C 京都洛翠 LC 支援学級の生徒たちと一緒にベンチ 5 台を制作し京都府亀岡市に寄贈 

C 天理 『家族へ感謝プロジェクト～今、ありがとうを伝えよう～！！』 

D 姫路さくら LC 能登半島震災復興支援バザー 

D 高砂 LC 児童養護施設の子どもたちと共に 

D 太子 KC 地域のボランティア団体と協力し学校のお困りごとを解決 

 

335 複合地区優秀賞 レオ部門 

A 尼崎レオクラブ スカッシュ体験 

C 京都西レオクラブ 青少年健全育成を目的とした｢ラグビー大会｣開催・運営の協力アクティビティ 

D 日ノ本学園レオクラブ 能登半島災害支援チャリティバザーお手伝い 

 

 

 

トップテン YCE 委員長賞【国際協会アワード入賞】 

2024-2025 年度 335 複合地区 YCE 委員長 

団 英男 

「私にとって最大の喜びは、海外の家族へのプログラムの拡大を引き続き推進すること、そして生涯に

わたってつながりを維持できる友人たちと出会う機会があることです。」 
 
 



2025 ～ 2026 年度
トップテン YCE委員長賞

奉仕週間ビデオショーケース

ベストレオ賞

2024-2025 年度　335 複合地区 YCE委員長

団　英男

「私にとって最大の喜びは、海外の家族へのプログラムの拡大を引き続き推進すること、
そして生涯にわたってつながりを維持できる友人たちと出会う機会があることです。」

第 1弾：「心の健康とケア」部門
335-A 地区　神戸須磨ライオンズクラブ

「ウクライナからの避難者にセラピー犬で癒しをプレゼント」【国際協会編集ビデオ選出】

335 複合地区選出
池田レオクラブ　　LEO髙橋良實
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335複合地区第72回年次大会議事規則 
 
1. 335複合地区第72回年次大会は、複合地区会則第1章第6条に則り、大会に参加した複
合地区内の現・前・元国際協会役員およびクラブ代議員をもって構成する。その他の

会員および同伴者は大会に参加はできるが、発言および投票はできない。 
 

2. 代議員のうちクラブ代議員は、クラブ会長が署名した資格証明書を、事前に通達され
た登録時間内に資格審査委員会に提出し、資格を確認されねばならない。 

 
3. ガバナー協議会の構成員は、複合地区年次大会の役員となる。 

 
4. 議長は下記の委員会を設け、大会構成員のうちからその委員長、副委員長、委員およ
び顧問を委嘱する。 
(1) 資格審査委員会（出席代議員の資格を確認する。大会議長が委員長を務める） 
(2) 議事運営委員会（代議員総会の議事進行を担当する） 
(3) 国際理事候補者推薦委員会（国際理事候補者の推薦と承認を担当する） 
(4) 決議委員会（議案の決議を担当する） 
 

5. 議決はすべて、出席し、無記名投票またはその他の方法で投票した代議員全員の過半
数をもって決する。クラブ代議員が出席できない時は補欠がこれに代わる。可否同数

の場合は、議長の裁定するところによる。ただし、複合地区会則を改正するには、出

席して投票した代議員の3分の2以上の賛成を必要とする。 
 

6. 国際理事候補者推薦については、国際理事立候補者資格審査委員会規則による。 
 

7. 議案は予め文書をもって各地区ガバナーを経由してガバナー協議会に提出する。ガバ
ナー協議会はこれを検討し、大会の議案を決定する。ガバナー協議会が決定した議案

以外の議案の審議を求める場合は、大会開催日1週間前までに議案を文書で大会議長
に提出せねばならず、審議には大会に出席したすべての構成員の3分の2以上の同意を
必要とする。 
 

8. 議案の内容に疑義がある場合は、大会1週間前までに書面をもってガバナー協議会に
対し質問を送る。 

 
9. 大会当日における議案の提案理由の説明および討議は、1人の発言が1回につき3分を
超えてはならない。ただし、議長が特に必要と認めた場合はこの限りではない。 
 

10. 別に定めない限り、議事手続きはロバート議事規則最新版による。 
 

以上 



対象期間︓2025年3月～2026年3月
地区 紹介者(会員)名 クラブ名 ※ 今期合計口数 通算口数
D 高井　利夫 姫路大手前 35 222
A 葛村　和弘 川西 20 1
C 藤澤　正幸 水口 10 10
B 本保　真司 四條畷中央 7 14
D 髙井　昭典 姫路 6 34
C 麻田　弘史 京都うずら野 5 6
C 佐々木由美子 京都むらさき 4 31
A 植松　真二 津名 3 3
B 白石　純也 守口 3 7

LCIFアワード③　企業

 

335複合地区第 72回年次大会議事運営構成表 

 
 

大会議長 津田勝之 

大会副議長 笹部美千代 大会副議長 舩橋佳照 大会幹事 栗栖正明 大会会計 田端俊三 

 

 資格審査委員会 議事運営委員会 
国際理事候補者 
推薦委員会 

決議委員会 

顧問 

増本盛美 

中谷豊重 

古川繁浩 

山中 健 

江草長史 

野々山 宏 

髙井利夫 

永田雅章 

今市明弘 

神﨑 守 

団 英男 

正岡 章 

畑山裕子 

柿原勝彦 

福田惠太 

佐々木由美子 

橋崎良治 

西尾良典 

小林 聰 

浜原正豊 

一盛広樹 

濱本嘉代子 

委員長 津田勝之 笹部美千代 田端俊三 栗栖正明 

副委員長 
舩橋佳照 

大西 光 

辻川 孝之 

江川昌克 

山本暢彦 瀬川雅矢 

委員 
大塚純子 

上田隆博 

藤岡 宗 

成願眞理子 

眞田健二 

石井良和 

岡田隆彦 

鵜丹谷剛 

 
 
 



対象期間︓2025年3月～2026年3月
地区 紹介者(会員)名 クラブ名 ※ 今期合計口数 通算口数
D 高井　利夫 姫路大手前 35 222
A 葛村　和弘 川西 20 1
C 藤澤　正幸 水口 10 10
B 本保　真司 四條畷中央 7 14
D 髙井　昭典 姫路 6 34
C 麻田　弘史 京都うずら野 5 6
C 佐々木由美子 京都むらさき 4 31
A 植松　真二 津名 3 3
B 白石　純也 守口 3 7

LCIFアワード③　企業

「思いやりは大切なこと」奉仕アワード 

335 複合地区最優秀賞 

ライオンズ部門： 

335-C 地区 那賀 LC「ケニアガールズ救済プロジェクト【国際協会アワード入賞】 

レオ部門： 

335-B 地区 池田レオクラブ「こども居場所づくり」 

 

335 複合地区優秀賞 ライオンズ部門 

A 神戸須磨 LC ウクライナからの避難者にセラピー犬で癒しをプレゼント 

A 川西 LC 源氏支部 ほたるの幼虫放流会 

A 氷上 LC 薬物乱用防止教育 

B 大阪 JOINUS LC 能登半島地震被災者支援 「能登半島被災地学童野球京セラ ドーム招待＆野球教室」 

B 北摂未来 LC はたらくってうれしい！つながるお仕事 ～北摂未来ライオンズフェス 2024～ 

C 京都朱雀 LC 京都わかくさねっと支援強化＆支部結成 

C 京都洛翠 LC 支援学級の生徒たちと一緒にベンチ 5 台を制作し京都府亀岡市に寄贈 

C 天理 『家族へ感謝プロジェクト～今、ありがとうを伝えよう～！！』 

D 姫路さくら LC 能登半島震災復興支援バザー 

D 高砂 LC 児童養護施設の子どもたちと共に 

D 太子 KC 地域のボランティア団体と協力し学校のお困りごとを解決 

 

335 複合地区優秀賞 レオ部門 

A 尼崎レオクラブ スカッシュ体験 

C 京都西レオクラブ 青少年健全育成を目的とした｢ラグビー大会｣開催・運営の協力アクティビティ 

D 日ノ本学園レオクラブ 能登半島災害支援チャリティバザーお手伝い 

 

 

 

トップテン YCE 委員長賞【国際協会アワード入賞】 

2024-2025 年度 335 複合地区 YCE 委員長 

団 英男 

「私にとって最大の喜びは、海外の家族へのプログラムの拡大を引き続き推進すること、そして生涯に

わたってつながりを維持できる友人たちと出会う機会があることです。」 
 
 

335複合地区第 72回年次大会 大会議案 
 
 

審 議 事 項 

 
 
1. 335複合地区会計監査報告承認の件（別紙 議案 1） 

提案者：335複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：本年度上半期（2025.7.1～2025.12.31）の会計報告の承認を求めたい。なお、

335複合地区ガバナー協議会事務局の 2025.7.1から 2026.6.30に至る本年度
の会計報告については、報告書が出来次第、監査報告書を付して各クラブに送

付してその承認を得ることの承認を、併せて求めたい。 
 
2. 一般社団法人日本ライオンズ会計監査報告承認の件（別紙 議案 2） 
提案者：335複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：本年度上半期（2025.7.1～2025.12.31）の会計報告の承認を求めたい。 

 
3. 2026-2027年度 335複合地区費・複合地区大会費の件 
提案者：335複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：2026-2027年度の会費を会員一名につき以下の通りに改定することの承認を

求めたい。 

【現行】 

会員種別 複合地区費 年次大会費 一般社団法人日本ライオンズ賛助会費 
正会員 (支部会員・賛助会員を含む) 130円 50円 120円 
家族会員(2人目以降) 65円 25円 

0円 
レオライオン 

規定なし 
若年成人会員 
学生会員 0円 0円 

 
【改訂後】 

会員種別 複合地区費 年次大会費 一般社団法人日本ライオンズ賛助会費 
正会員 (支部会員・賛助会員を含む) 200円 100円 160円 
家族会員(2人目以降) 

100円 50円 
0円 

レオライオン 
若年成人会員 
学生会員 0円 0円 

 



※ 一般社団法人日本ライオンズの賛助会費増額については 2024-2025 年度の 335 複
合地区第 71 回年次大会において確認済みであるため、上記審議事項の表に記載は
しても、審議の対象とはしない。 

 
4. 青少年育成費拠出ご協力お願いの件 

提案者：335複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：昨今の物価高と諸経費高騰に鑑み、事業停滞を防ぐため、青少年育成事業費と

して会員 1名につき年額 1,000円を拠出いただくことへの承認を求めたい。 
※ 335複合地区第 72回年次大会においては 2026年 7月～2027年 6月における拠
出に関しての承認を求める。 

※ 家族会員(2人目以降)、レオライオン、若年成人会員、学生会員は拠出なしとする。 
※ 会員の増減があるため、期首の会員数に基づいて協力依頼を行う。拠出後に退
会した会員への返金は行わない。また、期中の新会員は拠出なしとする。 

 
5. 新結成クラブへの複合地区費等免除の件 

提案者：335複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：新結成されたクラブに関しては、結成年度およびその翌年度においては、複合

地区費、複合地区年次大会費、また議案 4 で審議する青少年育成費の拠出が承
認されれば青少年育成費を請求しないことへの承認を求めたい。 

※ 335複合地区第 72回年次大会においては 2026年 7月～2027年 6月に新結成さ
れるクラブに関しての承認を求める。 

※ 一般社団法人日本ライオンズ賛助会費は免除の対象とはならず、上半期期首、下
半期期首の会員数に応じた金額にて請求を行う。 

 
6. 公益財団法人日本ライオンズへの支援お願いの件 

提案者：335複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：「青少年に夢と希望を」を基本理念に青少年健全育成と災害支援に特化した

事業を全国規模で推進し、社会的弱者・生活困窮者への支援や LCIFと連携
した交付金事業など創設より 6年にわたり実績を積み重ねている公益財団法
人日本ライオンズを、2026～2027年度に 335複合地区（姫路）にて「全国
特別支援学校フットサル大会 関西地区大会(予戦)・全国大会(決勝戦)」をホ
ストすることからも、複合地区として支援していくことの承認を求めたい。 

 
7. OSEALレオフォーラムの決算および剰余金の件（別紙 議案 7） 

提案者：335複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：2025年 11月 7日～9日に大阪にて開催された OSEALレオフォーラムの決

算につき承認を求めたい。また、剰余金を、OSEALレオフォーラム剰余金
として 335複合地区の仮受金に含み次期に申し送ることへの承認を、併せて
求めたい。 

 
 



8. 天王寺しだれ桜 EXPO環境協議会（仮称）設置の件（別紙 議案 8） 
提案者：複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：2025 年 4 月 13 日～10 月 13 日に開催された 2025 年日本国際博覧会

（大阪・関西万博）を記念して植樹された天王寺しだれ桜の今後の管理の

ために標記協議会を設置することの承認を求めたい。 
 
9. 2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）協力金残金の件 
提案者：複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：2025 年 4 月 13 日～10 月 13 日に開催された 2025 年日本国際博覧会

（大阪・関西万博）への協力金として 2021-2022 年度より 2024-2025 年
度にかけて会員 1 名につき 1 期 500 円を拠出いただき集めた 21,949,675
円のうち、天王寺公園にしだれ桜を植樹した費用を差し引いた 7,768,145
円の残金は 4地区に返金することの承認を求めたい。 

 
 

確 認 事 項 

 
 
10. 国際理事候補者推薦確認の件（別紙 議案 10） 

提案者：335 複合地区ガバナー協議会議長 津田勝之 
説 明：335-C地区並びに 335複合地区の推薦を得て 2026-2028年度国際理事に立候

補し、2025-2026 年度日本ライオンズ国際理事候補者資格審査委員会並びに
第 62 回 OSEAL フォーラム（札幌）にて推薦され、第 108 回国際大会（香
港）にて国際役員選挙を受ける L松岡勲（335-C地区・京都南 LC）を推薦す
ることを改めて確認したい。 
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-B
）

Ⅰ
 
資
産
の
部

　
　

1.
 流

動
資
産

現
金

0
0

0
銀
行
預
金

35
5,
03
8,
40
1

35
2,

01
0,

14
4

3,
02

8,
25

7
郵
便
振
替

10
,1
35
,0
58

9,
93

8,
69

4
19

6,
36

4
未
収
入
金

18
,5
49
,6
00

11
,6

70
,3

59
6,

87
9,

24
1

前
払
費
用

0
3,

00
0,

00
0

△
 3

,0
00

,0
00

仮
払
金

0
95

5,
85

6
△

 9
55

,8
56

頒
布
品

13
7,
42
9

41
1,

66
8

△
 2

74
,2

39
流
動
資
産
合
計

38
3,
86
0,
48
8

37
7,

98
6,

72
1

5,
87

3,
76

7

　
　

2.
 固

定
資
産

(
1)
基
本
財

産
0

0
0

(
2)
特
定
資
産

1,
66
3,
75
0

1,
96

6,
25

0
△

 3
02

,5
00

(
3)
そ
の
他

の
固
定
資
産

 
敷
金

13
,9
57
,4
40

13
,4

42
,8

80
51

4,
56

0
 
長
期
前

払
費
用

99
5,
11
4

0
99

5,
11

4
 
什
器
備

品
2,
97
5,
32
1

3,
47

5,
97

8
△

 5
00

,6
57

 
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア

5,
40
0,
00
0

0
5,

40
0,

00
0

　
　
　
 
そ
の
他

固
定
資
産
合
計

23
,3
27
,8
75

16
,9

18
,8

58
6,

40
9,

01
7

　
　
　
 
固
定
資

産
合
計

24
,9
91
,6
25

18
,8

85
,1

08
6,

10
6,

51
7

　
　
　
 
資
産
合

計
40
8,
85
2,
11
3

39
6,

87
1,

82
9

11
,9

80
,2

84

Ⅱ
　
負
債
の
部

　
　

1.
 流

動
負
債

預
り
金

4,
86
4,
29
3

6,
28

2,
11

5
△

 1
,4

17
,8

22
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
預
り
金

6,
92
8,
41
0

5,
89

5,
72

3
1,

03
2,

68
7

未
払
金

2,
07
9,
87
7

1,
89

1,
25

3
18

8,
62

4
仮
受
金

0
50

△
 5

0
流
動
負
債
合
計

13
,8
72
,5
80

14
,0

69
,1

41
△

 1
96

,5
61

　
　

2.
 固

定
負
債

退
職
給
付
引
当
金

0
40

,0
00

△
 4

0,
00

0
固
定
負
債
合
計

0
40

,0
00

△
 4

0,
00

0
　
　
　
負
債
合
計

13
,8
72
,5
80

14
,1

09
,1

41
△

 2
36

,5
61

Ⅲ
　
正
味
財
産
の
部

1.
 指

定
正
味

財
産

1,
66
3,
75
0

1,
96

6,
25

0
△

 3
02

,5
00

　
（
う
ち
特
定
資
産
へ
の
充
当
額
）

(1
,6
63
,7
50
)

(1
,9

66
,2

50
)

△
 3

02
,5

00
2.

 積
立
金

21
2,
73
5,
82
3

21
2,

73
5,

82
3

0
3.

 一
般
正
味

財
産

18
0,
57
9,
96
0

16
8,

06
0,

61
5

12
,5

19
,3

45
　
　
　
正
味
財
産
合
計

39
4,
97
9,
53
3

38
2,

76
2,

68
8

12
,2

16
,8

45
　
　
　
負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

40
8,
85
2,
11
3

39
6,

87
1,

82
9

11
,9

80
,2

84

Ⅰ
　
貸
借
対
照
表

一
般

社
団

法
人

日
本

ラ
イ

オ
ン

ズ

　
   

 2
02

5年
12

月
31

日
現

在

1



（
単

位
：

円
）

科
　

　
　

　
　

目
当

年
度

予
算

当
年

度
上

半
期

A
前

年
度

上
半

期
B

差
異

（
A

-B
）

Ⅰ
 
一

般
正

味
財

産
増

減
の

部
　

1.
 経

常
増

減
の

部
　

　
(

1)
経

常
収

益
①

受
取

賛
助

会
費

（
注

1
）

11
0,

88
0,

00
0

54
,2

12
,4

00
36

,8
52

,9
60

17
,3

59
,4

40
②

寄
付

金
80

,0
00

37
,1

78
44

,6
44

△
 7

,4
66

③
国

際
協

会
補

助
金

22
,3

30
,0

00
11

,5
20

,0
00

11
,6

57
,5

66
△

 1
37

,5
66

④
国

際
協

会
翻

訳
料

10
0,

00
0

42
,0

00
36

,0
00

6,
00

0
⑤

ラ
イ

オ
ン

誌
送

料
収

益
（

注
1
）

0
0

7,
62

2,
19

4
△

 7
,6

22
,1

94
⑥

広
告

料
18

0,
00

0
87

,1
20

87
,1

20
0

⑦
受

取
利

息
0

0
0

0
⑧

雑
収

益
30

0,
00

0
59

0,
35

2
23

3,
23

0
35

7,
12

2
⑨

各
種

会
議

旅
費

分
担

金
収

益
（

注
1
）

0
0

61
6,

00
0

△
 6

16
,0

00
⑩

頒
布

品
収

益
19

,5
00

,0
00

14
8,

73
7

54
,5

08
94

,2
29

経
常

収
益

合
計

15
3,

37
0,

00
0

66
,6

37
,7

87
57

,2
04

,2
22

9,
43

3,
56

5
　

　
(

2)
経

常
費

用
①

ラ
イ

オ
ン

誌
直

接
出

版
費

(3
2,

47
0,

00
0)

(1
6,

60
7,

02
1)

(1
4,

65
4,

15
3)

1,
95

2,
86

8
　

印
刷

費
9,

50
0,

00
0

4,
64

3,
10

0
4,

37
1,

40
0

27
1,

70
0

　
ラ

イ
オ

ン
誌

送
料

（
注

2
）

17
,1

00
,0

00
8,

71
3,

27
5

7,
85

6,
21

4
85

7,
06

1
　

発
送

事
務

費
5,

50
0,

00
0

2,
31

2,
88

5
2,

36
5,

76
4

△
 5

2,
87

9
　

編
集

関
係

諸
費

50
,0

00
13

,2
00

0
13

,2
00

　
原

稿
料

・
編

集
費

（
注

3
）

32
0,

00
0

92
4,

00
0

60
,5

00
86

3,
50

0
　

広
告

関
係

諸
費

0
56

1
27

5
28

6
②

ﾃ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾀ
ﾙ
版

関
連

費
（

ｳ
ｪ
ﾌ
ﾞ
ﾏ
ｶ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾝ
）

(6
,5

80
,0

00
)

(8
56

,7
24

)
(1

,7
27

,5
46

)
△

 8
70

,8
22

　
旅

費
交

通
費

2,
40

0,
00

0
17

0,
56

4
24

3,
28

6
△

 7
2,

72
2

　
原

稿
料

・
編

集
費

2,
50

0,
00

0
42

,0
00

84
,4

00
△

 4
2,

40
0

　
サ

ー
バ

ー
管

理
費

98
0,

00
0

54
5,

16
0

54
5,

16
0

0
　

そ
の

他
（

注
4
）

70
0,

00
0

99
,0

00
85

4,
70

0
△

 7
55

,7
00

③
各

種
委

員
会

会
議

(3
,0

00
,0

00
)

(1
,0

20
,0

00
)

(6
16

,0
00

)
40

4,
00

0
　

旅
費

交
通

費
2,

40
0,

00
0

1,
02

0,
00

0
61

6,
00

0
40

4,
00

0
　

会
議

費
50

0,
00

0
0

0
0

　
そ

の
他

10
0,

00
0

0
0

0
④

頒
布

品
原

価
13

,0
00

,0
00

15
3,
14

1
43

,0
58

11
0,
08

3
⑤

事
務

費
(1

01
,1

30
,0

00
)

(4
1,

85
4,

02
0)

(3
6,

11
1,

98
0)

5,
74

2,
04

0
　

理
事

会
会

議
費

2,
00

0,
00

0
89

4,
53

1
69

8,
13

6
19

6,
39

5
　

会
計

監
査

旅
費

60
0,

00
0

△
 6

1,
00

0
0

△
 6

1,
00

0
　

国
際

大
会

・
ア

ジ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
関

係
費

（
注

5
）

7,
00

0,
00

0
1,

80
7,

78
5

84
4,

43
0

96
3,

35
5

　
海

外
大

会
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

ス
及

び
備

品
費

2,
00

0,
00

0
0

0
0

　
国

際
協

会
関

連
対

応
費

6,
00

0,
00

0
2,

09
5,

03
9

0
2,

09
5,

03
9

　
各

種
セ

ミ
ナ

ー
費

補
助

5,
00

0,
00

0
70

0,
00

0
0

70
0,

00
0

　
会

則
教

養
費

30
0,

00
0

0
0

0
　

人
件

費
43

,0
00

,0
00

16
,8

94
,2

47
17

,6
86

,0
77

△
 7

91
,8

30
　

退
職

金
60

0,
00

0
33

0,
00

0
33

0,
00

0
0

　
福

利
厚

生
費

5,
50

0,
00

0
2,

41
4,

24
5

2,
65

1,
03

5
△

 2
36

,7
90

　
旅

費
交

通
費

（
注

6
）

3,
20

0,
00

0
3,

46
3,

12
6

1,
69

8,
60

9
1,

76
4,

51
7

　
印

刷
費

40
0,

00
0

26
9,

77
7

39
4,

54
1

△
 1

24
,7

64
　

通
信

費
90

0,
00

0
41

3,
93

4
61

6,
14

7
△

 2
02

,2
13

　
備

品
・

消
耗

品
費

40
0,

00
0

18
8,

54
9

12
1,

01
7

67
,5

32
　

事
務

用
品

費
80

0,
00

0
35

8,
04

4
29

4,
25

9
63

,7
85

　
図

書
費

50
,0

00
36

,0
80

33
,0

00
3,

08
0

　
リ

ー
ス

・
レ

ン
タ

ル
料

70
0,

00
0

33
5,

94
0

33
5,

94
0

0
　

Ｉ
Ｔ

関
連

費
1,

50
0,

00
0

1,
04

6,
76

0
74

9,
76

0
29

7,
00

0
　

支
払

手
数

料
26

0,
00

0
19

5,
15

2
19

8,
89

0
△

 3
,7

38
　

顧
問

料
1,

16
0,

00
0

59
4,

00
0

59
4,

00
0

0
　

地
代

家
賃

（
注

7
）

16
,4

60
,0

00
7,

78
6,

81
4

7,
36

0,
99

2
42

5,
82

2
　

水
道

光
熱

費
1,

10
0,

00
0

41
7,

55
8

40
0,

11
6

17
,4

42
　

雑
費

1,
10

0,
00

0
58

4,
75

8
65

3,
64

0
△

 6
8,

88
2

　
減

価
償

却
費

55
0,

00
0

1,
03

5,
26

1
43

5,
26

1
60

0,
00

0
　

保
険

料
0

41
,6

20
41

,6
20

　
租

税
公

課
55

0,
00

0
11

,8
00

16
,1

30
△

 4
,3

30
経

常
費

用
合

計
15

6,
18

0,
00

0
60

,4
90

,9
06

53
,1

52
,7

37
7,

33
8,

16
9

当
期

経
常

増
減

額
△

 2
,8

10
,0

00
6,

14
6,

88
1

4,
05

1,
48

5
2,

09
5,

39
6

　
2.

 経
常

外
増

減
の

部
　

　
(

1)
経

常
外

収
益

　
　

　
　

 
経

常
外

収
益

合
計

0
0

0
0

　
　

(
2)

経
常

外
費

用

雑
損

失
0

0
3,

54
2

△
 3

,5
42

　
経

常
外

費
用

合
計

0
0

3,
54

2
△

 3
,5

42
　

当
期

経
常

外
増

減
額

0
0

△
 3

,5
42

3,
54

2
　

当
期

一
般

正
味

財
産

増
減

額
△

 2
,8

10
,0

00
6,

14
6,

88
1

4,
04

7,
94

3
2,

09
8,

93
8

　
一

般
正

味
財

産
期

首
残

高
17

4,
28

1,
82

9
16

3,
91

3,
65

7
10

,3
68

,1
72

　
一

般
正

味
財

産
期

末
残

高
18

0,
57

9,
96

0
16

8,
11

2,
85

0
12

,4
67

,1
10

 Ⅱ
　

指
定

正
味

財
産

増
減

の
部

　
当

期
指

定
正

味
財

産
増

減
額

△
 1

51
,2

50
△

 1
51

,2
50

0
　

指
定

正
味

財
産

期
首

残
高

1,
81

5,
00

0
2,

11
7,

50
0

△
 3

02
,5

00
　

指
定

正
味

財
産

期
末

残
高

1,
66

3,
75

0
1,

96
6,

25
0

△
 3

02
,5

00
 Ⅲ

　
積

立
金

増
減

の
部

　
当

期
積

立
金

増
減

額
11

,0
00

△
 1

1,
00

0
　

積
立

金
期

首
残

高
21

2,
73

5,
82

3
21

2,
72

4,
82

3
11

,0
00

　
積

立
金

期
末

残
高

21
2,

73
5,

82
3

21
2,

73
5,

82
3

0
 Ⅲ

　
正

味
財

産
期

末
残

高
39

4,
97

9,
53

3
38

2,
81

4,
92

3
12

,1
64

,6
10

注
：

　

　
　

　
1
.
 
今

年
度

か
ら

受
取

賛
助

会
費

の
改

訂
に

よ
り

、
ラ

イ
オ

ン
誌

送
料

収
入

及
び

各
種

会
議

旅
費

分
担

収
入

は
廃

止
に

な
り

ま
し

た

　
　

　
2
.
 
ラ

イ
オ

ン
誌

直
接

出
版

費
の

ラ
イ

オ
ン

誌
送

料
の

増
加

は
運

送
業

者
の

値
上

げ
が

影
響

し
て

い
ま

す

　
　

　
3
.
 
ラ

イ
オ

ン
誌

直
接

出
版

費
の

原
稿

料
・

編
集

費
の

増
加

は
前

年
度

人
件

費
に

含
ま

れ
た

D
T
P
レ

イ
ア

ウ
ト

業
務

委
託

が
変

更
に

な
っ

た
も

の
で

す

　
　

　
4
.
 
前

年
度

デ
ジ

タ
ル

版
関

連
費

の
そ

の
他

に
は

ウ
ェ

ブ
マ

ガ
ジ

ン
の

改
修

費
（

7
5
5
,
7
0
0
円

）
が

含
ま

れ
ま

す

　
　

　
5
.
 
国

際
大

会
・

ア
ジ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

関
係

費
に

は
松

岡
国

際
理

事
候

補
の

ジ
ャ

パ
ン

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

会
場

費
等

個
人

負
担

入
金

7
7
8
,
5
3
8
円

を
減

額
し

て
表

示
し

て
い

ま
す

　
　

　
6
.
 
旅

費
交

通
費

の
主

な
増

加
要

因
は

職
員

９
名

分
の

オ
セ

ア
ル

フ
ォ

ー
ラ

ム
札

幌
研

修
費

用
1
,
0
2
8
,
9
2
7
円

が
含

ま
れ

ま
す

　
　

　
7
.
 
地

代
家

賃
は

2
0
2
1
年

1
月

か
ら

公
益

財
団

法
人

日
本

ラ
イ

オ
ン

ズ
か

ら
の

分
担

金
（

月
額

2
0
万

円
）

を
減

額
し

て
表

示
し

て
い

ま
す

Ⅱ
　
正
味
財
産
増
減
計
算
書

一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

20
25
年

7月
1日

～
12
月

31
日

2

（
単

価
：

円
）

貸
借

対
照

表
科

目
場

所
・

物
量

等
使

用
目

的
等

金
　

額

Ⅰ
 
資

産
の

部

　
1
.
 
流

動
資

産

現
金

手
許

保
管

0
銀

行
預

金
三

菱
東

京
U
F
J
銀

行
京

橋
支

店
（

普
）

0
5
4
8
0
2
4

ア
ラ

ー
ト

委
員

会
緊

急
支

援
金

の
預

り
金

6,
92

8,
41

0
三

菱
東

京
U
F
J
銀

行
京

橋
支

店
（

普
）

0
5
4
8
3
2
0

運
転

資
金

と
し

て
保

管
し

て
い

る
34

8,
10

9,
99

1
郵

便
振

替
ゆ

う
ち

ょ
銀

行
〇

一
九

支
店

（
当

座
）

0
0
1
7
0
-
8
-
5
1
4
4
5
1

運
転

資
金

と
し

て
保

管
し

て
い

る
10

,1
35

,0
58

〈
現

金
及

び
預

金
合

計
〉

36
5,
17

3,
45

9
未

収
入

金
国

際
協

会
補

助
金

他
上

半
期

2
0
2
5
年

7
月

～
1
2
月

分

＄
7
6
,
8
0
0
×

1
5
0
.
0
1
0
1
9
4
円

＝
11

,5
20

,0
00

（
上

半
期

期
首

・
期

末
の

平
均

会
員

数
_
千

人
未

満
切

捨
）

×
（

6
ｶ
月

平
均

ﾚ
ｰ
ﾄ
）

受
取

賛
助

会
費

M
D
3
3
3
前

期
下

期
分

8
0
,
6
4
0
円

、
今

期
上

期
分

6
,
9
0
6
,
9
6
0
円

6,
98

7,
60

0
国

際
協

会
翻

訳
料

ラ
イ

オ
ン

誌
翻

訳
料

2
0
2
5
年

7
月

～
1
2
月

分
42

,0
00

〈
未

収
入

金
合

計
〉

18
,5
49

,6
00

頒
布

品
ラ

イ
オ

ン
ズ

必
携

第
6
1
版

6
4
9
冊

＠
1
5
8
円

2
0
2
4
年

1
月

1
8
日

発
行

（
頒

布
単

価
2
5
0
円

）
10

2,
54

2
ﾗ
ｲ
ｵ
ﾝ
ｽ
ﾞ
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
役

員
必

携
2
0
2
4
-
2
5
 
8
7
冊

＠
4
0
1
円

2
0
2
5
年

6
月

3
0
日

発
行

（
頒

布
単

価
6
5
0
円

）
34

,8
87

〈
頒

布
品

合
計

〉
13

7,
42

9
流

動
資

産
合

計
38

3,
86

0,
48

8
　

2
.
 
固

定
資

産

　
(
1
)
基

本
財

産

　
(
2
)
特

定
資

産
会

議
室

棚
2
0
2
3
年

7
月

寄
贈

品
1,

66
3,

75
0

〈
特

定
資

産
合

計
〉

1,
66

3,
75

0
　

(
3
)
そ

の
他

の
固

定
資

産

敷
金

竹
村

紀
夫

八
重

洲
ノ

リ
オ

ビ
ル

5
階

（
5
8
.
9
6
坪

/
1
9
4
.
9
3
㎡

）
13

,9
57

,4
40

〈
敷

金
合

計
〉

13
,9
57

,4
40

長
期

前
払

費
用

竹
村

紀
夫

2
0
2
5
年

1
1
月

賃
料

改
訂

更
新

料
　

賃
料

1
ヶ

月
分

99
5,

11
4

〈
長

期
前

払
費

用
合

計
〉

99
5,
11

4
什

器
備

品
事

務
所

内
設

置
の

備
品

等
会

議
用

テ
ー

ブ
ル

・
イ

ス
・

書
類

ロ
ッ

カ
ー

（
旧

・
連

絡
事

務
所

）
1

　
*
2
0
2
3
年

1
月

事
務

所
移

転
に

伴
う

購
入

職
員

用
事

務
机

・
椅

子
6
セ

ッ
ト

（
旧

・
ﾗ
ｲ
ｵ
ﾝ
誌

）
1

富
士

ゼ
ロ

ッ
ク

ス
・

A
3
カ

ラ
ー

レ
ー

ザ
ー

プ
リ

ン
タ

ー
（

旧
・

ﾗ
ｲ
ｵ
ﾝ
誌

）
1

移
動

式
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
一

式
*

54
4,

34
2

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
・

金
属

*
61

5,
23

0
パ

ー
テ

ィ
シ

ョ
ン

・
ガ

ラ
ス

*
48

1,
25

0
床

・
塩

ビ
タ

イ
ル

*
96

9,
10

0
袖

看
板

*
30

5,
59

6
パ

ソ
コ

ン
（

年
度

内
一

括
償

却
）

59
,8

00
〈

什
器

備
品

合
計

〉
2,
97

5,
32

1
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
L
C
I
M
請

求
シ

ス
テ

ム
各

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

へ
の

請
求

書
配

布
シ

ス
テ

ム
5,
40

0,
00

0
〈

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

合
計

〉
5,
40

0,
00

0
固

定
資

産
合

計
24

,9
91

,6
25

資
産

合
計

40
8,

85
2,

11
3

（
流

動
負

債
）

預
り

金
諸

税
職

員
給

与
預

か
り

住
民

税
、

給
与

源
泉

所
得

税
（

年
末

調
整

未
済

分
）

33
9,

55
6

S
O
N
残

金
M
D
3
3
6
か

ら
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｼ
ｬ
ﾙ
ｵ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｯ
ｸ
ｽ
日

本
広

島
大

会
（

2
0
2
2
年

1
1
月

）
残

金
4,

52
2,

76
1

ラ
イ

オ
ン

誌
代

重
複

入
金

2
0
2
4
年

度
有

料
誌

代
1,

97
6

〈
預

り
金

合
計

〉
4,
86

4,
29

3
ア

ラ
ー

ト
委

員
会

預
り

金
法

人
会

計
ア

ラ
ー

ト
委

員
会

緊
急

支
援

金
を

法
人

口
座

で
管

理
6,

92
8,

41
0

〈
ア

ラ
ー

ト
委

員
会

預
り

金
合

計
〉

6,
92

8,
41

0
未

払
金

日
本

年
金

機
構

中
央

年
金

事
務

所
社

会
保

険
料

1
1
・

1
2
月

事
業

主
負

担
分

、
職

員
預

り
金

54
0,

31
6

特
定

非
営

利
活

動
法

人
障

害
者

支
援

情
報

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

オ
ン

誌
秋

号
封

入
作

業
費

用
21

6,
00

0
株

式
会

社
日

の
丸

リ
ム

ジ
ン

1
0
/
2
7
　

A
P
シ

ン
国

際
会

長
空

港
送

迎
運

賃
51

,4
90

鈴
木

誓
男

1
0
/
2
8
　

帝
国

ホ
テ

ル
　

J
C
I
会

頭
対

談
打

合
会

場
費

等
立

替
払

分
40

8,
71

0
井

筒
ま

い
泉

株
式

会
社

1
2
/
8
　

第
5
回

理
事

会
弁

当
代

25
,0

88
出

張
旅

費
増

澤
事

務
長

1
2
/
2
6
-
2
8
青

森
、

札
幌

出
張

費
用

11
0,

27
3

各
種

集
合

会
議

出
席

者
旅

費
補

助
第

2
四

半
期

開
催

委
員

会
、

8
会

議
合

計
2
1
名

分
72

8,
00

0
〈

未
払

金
合

計
〉

2,
07

9,
87

7
流

動
負

債
合

計
13

,8
72

,5
80

（
固

定
負

債
）

固
定

負
債

合
計

0
負

債
合

計
13

,8
72

,5
80

（
正

味
財

産
）

指
定

正
味

財
産

（
う

ち
特

定
資

産
へ

の
充

当
額

　
1
,
6
6
3
,
7
5
0
）

1,
66

3,
75

0
積

立
金

21
2,

73
5,

82
3

一
般

正
味

財
産

18
0,

57
9,

96
0

正
味

財
産

39
4,

97
9,

53
3

Ⅲ
　
財
産
目
録

一
般

社
団

法
人

日
本

ラ
イ

オ
ン

ズ

　
   

 2
02

5年
12

月
31

日
現

在

3



（
単

位
：
円

）

金
　

額
金

　
額

<
流

動
資

産
計

>
6
,9

2
8
,4

1
0

<
流

動
負

債
計

>
0

6
,9

2
8
,4

1
0

　
　

　
　

　
　

　
　

N
o
. 
0
2
3
-
0
5
4
8
0
2
4

<
固

定
資

産
計

>
0

<
固

定
負

債
計

>
0

6
,9

2
8
,4

1
0

6
,9

2
8
,4

1
0

6
,9

2
8
,4

1
0

（
単

位
：
円

）

金
　

額
金

　
額

<
支

出
計

>
0

<
収

入
計

>
6
,9

2
8
,4

1
0

前
年

度
繰

越
金

6
,9

2
3
,2

2
6

受
取

利
息

5
,1

8
4

6
,9

2
8
,4

1
0

6
,9

2
8
,4

1
0

6
,9

2
8
,4

1
0

合
　

計
合

　
計

次
期

繰
越

金

合
　

計
合

　
計

次
期

繰
越

金

自
　

2
0
2
5
年

7
月

1
日

至
　

2
0
2
5
年

1
2
月

3
1
日

支
出

の
部

収
入

の
部

普
通

預
金

/
三

菱
U

F
J銀

行
・
京

橋
支

店

  
口

座
名

義
「
一

般
社

団
法

人
日

本
ラ

イ
オ

ン
ズ

」

（
2
）
収

支
計

算
書

一
般

社
団

法
人

日
本

ラ
イ

オ
ン

ズ
・
ア

ラ
ー

ト
委

員
会

緊
急

支
援

金
口

座
　

特
別

会
計

（
1
）
貸

借
対

照
表

2
0
2
5
年

1
2
月

3
1
日

現
在

借
　

方
貸

　
方

4

1
．

重
要

な
会

計
方

針

（
1
）

公
益

法
人

会
計

基
準

に
つ

い
て

（
平

成
２

０
年

４
月

１
１

日
付

け
内

閣
府

公
益

認
定

等
委

員
会

）
に

基
づ

く
会

計
処

理
を

行
っ

て
い

ま
す

。

（
2
）

有
価

証
券

の
評

価
基

準
及

び
評

価
方

法
に

つ
い

て

該
当

事
項

は
あ

り
ま

せ
ん

。

（
3
）

頒
布

品
の

評
価

基
準

及
び

評
価

方
法

に
つ

い
て

頒
布

品
の

評
価

方
法

は
、

個
別

原
価

法
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

（
4
）

固
定

資
産

の
減

価
償

却
に

つ
い

て

固
定

資
産

の
減

価
償

却
は

､
次

の
方

式
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

有
形

固
定

資
産

　
　

定
額

法

無
形

固
定

資
産

　
　

定
額

法

（
5
）

長
期

前
払

費
用

期
間

均
等

償
却

を
採

用
し

て
ま

す
。

（
6
）

引
当

金
の

計
上

基
準

に
つ

い
て

該
当

事
項

は
あ

り
ま

せ
ん

。

（
7
）

消
費

税
の

会
計

処
理

に
つ

い
て

消
費

税
等

の
会

計
処

理
は

、
税

込
方

式
に

よ
っ

て
い

ま
す

。

2
.
　

基
本

財
産

の
増

減
額

及
び

そ
の

残
高

該
当

事
項

は
あ

り
ま

せ
ん

。

3
.
　

固
定

資
産

の
取

得
額

、
減

価
償

却
累

計
額

お
よ

び
当

期
末

残
高

（
単

位
：

円
）

内
　

容
取

得
年

月
数

量
取

得
価

額
期

首
簿

価
耐

用
年

数
償

却
法
償

却
率

今
期

増
加

資
産

上
期

償
却

額
上

期
末

減
価

償
却

累
計

額
上

期
末

残
高

除
却

会
議

机
・

ｲ
ｽ
・

ﾛ
ｯ
ｶ
ｰ

2
0
1
6
.
0
7

5
1

1
1

ﾗ
誌

職
員

事
務

机
・

ｲ
ｽ

2
0
1
6
.
0
7

6
7
6
0
,
4
4
1

1
7

定
額

0
.
1
4
3

7
6
0
,
4
4
0

1

ﾗ
誌

ｾ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
ｽ
複

合
機

2
0
1
6
.
0
7

1
5
4
0
,
0
0
0

1
4

定
額

0
.
2
5
0

5
3
9
,
9
9
9

1

移
動

式
ｷ
ｬ
ﾋ
ﾞ
ﾈ
ｯ
ﾄ
一

式
*

2
0
2
3
.
0
1

1
6
8
1
,
2
7
4

5
6
7
,
1
6
4

1
5

定
額

0
.
0
6
7

2
2
,
8
2
2

1
3
6
,
9
3
2

5
4
4
,
3
4
2

ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾃ
ｨ
ｼ
ｮ
ﾝ
・

金
属

*
2
0
2
3
.
0
1

1
7
7
0
,
0
0
0

6
4
1
,
0
2
5

1
5

定
額

0
.
0
6
7

2
5
,
7
9
5

1
5
4
,
7
7
0

6
1
5
,
2
3
0

ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾃ
ｨ
ｼ
ｮ
ﾝ
・

ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
*

2
0
2
3
.
0
1

1
7
7
0
,
0
0
0

5
2
9
,
3
7
5

8
定

額
0
.
1
2
5

4
8
,
1
2
5

2
8
8
,
7
5
0

4
8
1
,
2
5
0

床
・

塩
ﾋ
ﾞ
ﾀ
ｲ
ﾙ
*

2
0
2
3
.
0
1

1
1
,
5
5
0
,
5
6
0

1
,
0
6
6
,
0
1
0

8
定

額
0
.
1
2
5

9
6
,
9
1
0

5
8
1
,
4
6
0

9
6
9
,
1
0
0

袖
看

板
*

2
0
2
3
.
0
1

1
4
8
8
,
9
5
0

3
3
6
,
1
5
5

8
定

額
0
.
1
2
5

3
0
,
5
5
9

1
8
3
,
3
5
4

3
0
5
,
5
9
6

パ
ソ

コ
ン

（
新

職
員

）
2
0
2
5
.
1
1

1
1
1
9
,
6
0
0

一
括

1
1
1
9
,
6
0
0

5
9
,
8
0
0

5
9
,
8
0
0

5
9
,
8
0
0

5
,
6
8
0
,
8
2
6

3
,
1
3
9
,
7
3
2

1
1
9
,
6
0
0

2
8
4
,
0
1
1

2
,
7
0
5
,
5
0
5

2
,
9
7
5
,
3
2
1

*
2
0
2
3
年

1
月

事
務

所
移

転
に

伴
う

購
入

。

4
.
　

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
取

得
額

、
減

価
償

却
累

計
額

お
よ

び
当

期
末

残
高

（
単

位
：

円
）

内
　

容
取

得
年

月
数

量
取

得
価

額
期

首
簿

価
耐

用
年

数
償

却
法
償

却
率

今
期

増
加

資
産
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別紙　議案７

Ⅰ．収 入 の 部 単位（円）

項　　目 決算額  備　　考

登録料（レオ） 2,685,000 15,000円×179名

登録料（ライオン） 840,000 20,000円×42名

普通登録（ライオン） 3,916,000 22,000円×178名

過払い返金分 -584,420 17人分

LCIFレオ奉仕交付金 308,397 US＄2,000×150円（１US$：156円）

LCIリーダーシップ補助金 312,775 US＄2,000×150円（１US$：156円）

泉佐野市助成金 1,055,000 コンベンション開催

レオ資金獲得事業 612,000 ボウリング開催

ギフト収入 14,000
宿泊登録費 2,351,445
お祝い金 20,000 　グローリー、泉佐野市長

収入合計 11,530,197

Ⅱ．支 出 の 部 単位（円）

項　　目 決算額  備　　考

ホテル会場費 648,010 ホテル会場費　　請求B

宿泊費 2,174,128 関西エアポートワシントンホテル他

飲み物 287,900 ホテルにて水とソフトドリンク飲み放題、いば青果

カルチャートリップ 666,035 岸和田城・だんじり会館など

食事代（ホテル） 2,516,000 夕食2回　ホテル請求C

食事代（ホテル以外） 741,380 ランチ３回 （230名×2）ツアー参加者

大会記念ポロシャツ 1,060,400 510枚　1,047,200円　版代13,200円

大会記念ピン 283,470 500個×＠400円＋版代57,700+消費税

大会記念品 173,800 ボールペン・歯ブラシ　袋

備品 315,480 大会ボード、吊り下げ看板、名札タグ、

広告費 526,443 ホームページ制作費・記念誌印刷費・ドメイン登録など

大会準備活動費 580,000 レオのスタッフ費用

消耗品費 120,327 コピー　会場飾りつけ

奉仕事業費 204,387 お菓子・袋など

出演者に御礼 111,910 謝礼2件　講師手土産

大会準備費 150,294 会議室、プロジェクター

繰越金 970,233
支出合計 11,530,197

事 業 収 支 計 算 書
OSEAL　レオフォーラム2025　11月7日～9日



別紙　議案 8

天王寺しだれ桜 EXPO環境協議会 設立趣意書 

令和 8年 4月吉日 

【設立の背景】 

2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の開催を記念し、令和 7年 3月、天王寺公園内・大阪

市立美術館の南側という由緒ある地に、高さ 8.5 メートルに及ぶ見事な「天王寺しだれ桜」がライ

オンズクラブ３３５複合地区にて移植され２０２５年６月１６日大阪市に贈呈されました。 この桜

は、万博の精神を未来へつなぐ象徴として植樹されたものです。私たちはこれまで、近隣ライオン

ズクラブの有志とともに、夏の猛暑期における朝夕 2回の水やりや、周辺の清掃活動を献身的に

継続してまいりました。 

【設立の目的】案 

ライオンズクラブは単年度制という組織特性を持っておりますが、このしだれ桜がしっかりと大地に

根を張り、関西を代表する大樹へと育つためには、今後数年にわたる安定的かつ継続的な手入

れが不可欠です。 そこで、この活動をライオンズの枠組みを超え、広く一般市民や地域住民を巻

き込んだ持続可能な組織とするため、「天王寺しだれ桜 EXPO環境協議会」を設立いたします。 

本協議会は、桜の育成を通じて関西・大阪・天王寺公園周辺の環境を保護し、このしだれ桜を「大

阪一番のシンボル」として、100年先の市民からも愛される存在に育てることを目的とします。 

【主な活動内容】案 

1. 天王寺しだれ桜の維持管理 （水やり、施肥、剪定等の専門的支援、および健全な生育の

監視） 

2. 天王寺公園周辺の環境整備 （しだれ桜周辺の清掃、ゴミ拾い、環境保護に関する啓発活

動） 

3. 地域交流およびイベントの開催 （桜を通じた交流会、環境学習会、万博のレガシーを伝え

る文化イベント等） 

 

私たちは、この桜の下に多様な人々が集い、次世代へ豊かな環境と万博の記憶を引き継いでいく

ことを誓い、ここに本協議会の設立を宣言いたします。 

 

 



別紙　議案 10

L 松岡 勲  経歴書 

 
 
作成年月日      ２０２６年  ２月１５日 
           ライオンズクラブ国際協会３３５-Ｃ地区 
所属         １R１Z 京都南ライオンズクラブ 
ふりがな       まつ おか  いさお 
氏名         松  岡   勲 
生年月日       １９６８年１０月１５日  ５７歳 
 
自宅         京都府京都市北区西賀茂水垣町８６番地 
電話         ０７５－４９３－２６７５ 
 
勤務先名       株式会社 松岡商事  グループ ６社 
           代表取締役社長    取締役会長 
住所         京都府京都市北区西賀茂水垣町８３番地１ 
電話         ０７５－４９２－６８３５ 
FAX         ０７５－４９２－６４２５ 
 
最終学歴       京都市立加茂川中学校卒業 
           ２０２４年８月 高校卒業認定試験合格 
           学校法人 日本大学経済学部 在学中 
 
公職         公益財団法人 青少年野外活動総合センター 理事 
           NPO 法人   大正池環境サポートセンター 理事 
           保護司 （北保護区） 
           宗教法人 松尾大社 松悠会 副会長 
           京都大学 少林寺拳法部 顧問 
           一般社団法人イエローリボンラン協会 顧問 
 



ご挨拶 
ライオンズクラブ国際協会 

２０２６～２０２８年度 国際理事候補者 
松岡  勲（ Isao  Matsuoka ） 

335-C地区 １R１Z 京都南ライオンズクラブ所属 
 

 この度 ライオンズクラブ国際協会２０２６～２０２８年度国際理事に立候補すること

を決意いたしました。 
 
 国際協会は今日まで １００年を超える歴史を持つ 世界最大の人道奉仕支援団体です。 
この間 世界２１０ケ国を超える 国と領域において 私達を必要とする多くの人々への

人道奉仕活動を展開し １４０万人を超える私たちの大切な仲間が世界各国に於いて 

日々活動し、展開しています。 
これからの１０年に向かい ２０２３年からスタートした ミッション１．５では  
２０２７年７月１日迄に 世界で活躍する仲間を１５０万人以上にする。時代にあった奉

仕活動を展開する事を目的に 全世界で取り組んでいます。 
ライオンズクラブを取り巻く環境は 時代と共に変化し、世界において 会員数は減少の

一途を辿っています。 
本来のライオンズクラブメンバーの使命は 奉仕活動を通じて 広く多くの市民と共に 
多くの人々が 健康で 明るく 元気に 暮らせる社会を作ることです。 
奉仕活動を通じて メンバー自らが 自己成長をしながら 発展成長していくのが これ

からの １０年での 最重要課題であり 大切な時を迎えています。 
世界では 毎年多くの自然災害等が １５%を超える勢いで増加し、世界で私達を必要とさ
れる多くの人が暮らしています。 
より多くの人々への更なる奉仕活動を展開する上でも ミッション１．５は 確実に成功

し、次なるステージへ挑む必要があります。 
国際理事として 活動する上で私は 
１，未来を担う若い世代への奉仕活動の強化推進を図ります。 
２，女性会員の拡大、新クラブ結成、支部結成の強化推進を図ります。 
３，国際協会と国際財団の連携強化を図り LCIF の理解を深める活動の強化推進を図ります。  
【誰かの為に出来る事】奉仕活動は自己成長の源です。 
奉仕活動を通じ、メンバー一人一人 自ら成長していける活動をしてまいります。 
何卒、皆様の温かいご支援、ご協力、ご理解を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 



２０２０年～２０２１年 ３３５-Ｃ地区 ガバナー 
            ３３５複合地区 ガバナー協議会議長 
            ３３５複合地区 緊急援助資金委員長 
            アイバンク愛の光基金管理会 地区委嘱相談役 
            一般社団法人 日本ライオンズ  常務理事 
            一般社団法人 日本ライオンズ  オリパラ委員長 
            一般財団法人 日本 LCIF   評議員 
            一般社団法人 京都南ライオンズ 代表理事 
            京都府造血幹細胞移植対策連絡協議会 委員 
            ２０２１～２０２３年度 国際理事候補者 
            L 永田賢司 選挙対策本部長 
            GMA 特命リーダー（日本パイロット地区） 
２０２１年～２０２２年 ３３５-Ｃ地区 名誉顧問会議長 元協議会議長 
            一般社団法人 日本ライオンズ 副理事長 
            一般財団法人 日本 LCIF    評議員 
            GMA 日本パイロット地区    特命リーダー 
            地区社団法人設立準備委員会  委員長 
２０２２年～２０２３年 一般社団法人 日本ライオンズ 参与 
            一般財団法人 日本ライオンズ 評議員 
            ３３５-Ｃ地区 名誉顧問 元協議会議長 
            地区社団法人設立準備委員会  委員長 
            ２０２３～２０２５年度 国際理事候補者 
            L 城阪勝喜 ３３５複合地区 支援委員長 
            GAT 日本全域副リーダー 
            LCIF 西日本 エリアリーダー 
            LCIP 国際公認講師認定 （シンガポール） 
２０２３年～２０２４年 GAT 日本 エリアリーダー（西日本担当） 
            LCIF 西日本 エリアリーダー 
            公益財団法人 日本ライオンズ 評議員 
            ３３５-Ｃ地区 名誉顧問 元協議会議長 
２０２４年～２０２５年 GAT 日本 エリアリーダー（西日本担当） 
            LCIF 西日本エリアリーダー 
            ３３５-Ｃ地区 名誉顧問 元協議会議長 
            能登半島国際救援委員会 委員 
２０２５年～２０２６年 GAT 日本 アンバサダー 
            LCIF 日本 アンバサダー 
            ３３５-Ｃ地区 名誉顧問 元協議会議長 
            能登半島国際救援委員会 委員 



家族      妻  松岡 由美  ５０歳 
           株式会社 TYM   代表取締役社長 
        長男 松岡 竜義  ２９歳 
           株式会社 ラーテル 代表取締役社長 

長女 松岡 由依  ２４歳 
           京大病院勤務  
        次女 松岡 美緒   ２１歳 
           同志社女子大学      2 年 
 

ライオン歴 

１９９５年～１９９６年 京都南ライオンズクラブ入会 
２００４年～２００５年 クラブ幹事 
２００５年～２００６年 クラブ１年目理事 
２００６年～２００７年 クラブ２年目理事 
２０１１年～２０１２年 地区ＰＲ情報委員長 
            ３３５複合地区 ＰＲ情報委員 
２０１２年～２０１３年 地区ＰＲ情報ＩＴ委員長 
            ３３５複合地区 ＰＲ情報委員 
            アイバンク愛の光基金管理会 理事 
２０１３年～２０１４年 地区ＰＲ情報ＩＴ委員会 アドバイザー 
            アイバンク愛の光基金管理会常任理事啓発副委員長 
２０１５年～２０１６年 クラブ会長 
            アイバンク愛の光基金管理会常任理事広報委員長 
２０１６年～２０１７年 地区 LCIF 委員長 
            ３３５複合地区 LCIF 委員 
            アイバンク愛の光基金管理会常任理事広報委員長 
２０１７年～２０１８年 １Ｒ リジョンチェパーソン 
            アイバンク愛の光基金管理会副理事長 
２０１８年～２０１９年 ３３５-Ｃ地区 第二副地区ガバナー 
            LCIF キャンペーンコーデイネーター 
            次世代リーダーシップ研修終了（名古屋） 
            ALLI 研修終了 
            アイバンク愛の光基金管理会 地区委嘱理事 
２０１９年～２０２０年 ３３５-Ｃ地区 第一副地区ガバナー 
            LCIF 地区コーデｲネーター 
            アイバンク愛の光基金管理会 地区委嘱相談役 



           LCIF 新ヒューマニタリアン賞 
２０２１年１１月   会員キー賞 シニアマスターキー受賞【２５名】 
           国際会長賞 【 ２回目 】   受賞 
           国際会長感謝状 
           国際協会 地区優秀賞 
２０２２年 ３月   LCIF 理事長 プラチナメダル 受賞 
      ５月   LCIF 国際会長プラチナメダル 受賞 
      ６月   国際会長感謝状 
           LCIF 理事長感謝状 
      ７月   国際会長感謝状 （ブライアン E シーハン会長） 
      ８月   LCIF 理事長 ゴールドサークルメダル受賞 
２０２３年 ５月   国際会長感謝状 
           ２０２１～２０２２キャンペーン１００特別アワード 
           LCIF 理事長感謝状 
２０２４年 ５月  国際会長賞 【 ３回目  】 受賞 
          LCIF 国際会長感謝状 
          LCIF 理事長感謝状 
          キャンペーン１００ リードギフト盾受賞 
      ９月  LCIF 理事長 メダル 受賞 
     １０月  公益財団法人 日本ライオンズ 理事長 感謝状 
     １１月  ミッション１．５ メンバーシップ ロックスター賞 
          ミッション１．５ エクステンションチャンピオン賞 
          ミッション１．５ グロース チャンピオン賞 
２０２５年 ５月  会員キー賞 グランドマスターキー賞 受賞【５０名】 
          LCIF 人類の友賞 受賞 【FREND OF HUMANITY】 
 ７月  MD３３５国際エクステンションアワード賞 
          MD３３５会員増強優秀賞 
      ９月   LCIF 理事長 メダル受賞 
     １０月  国際会長感謝状 
          LCIF 国際会長サポーターピン ゴールド受賞 
 
 
メルビンジョンズプログレスフェロー  ＭＪＦ３７５回（レガシー寄付含む） 
LCIF レガシーソサエティプロジェクト 取得 
国際大会 １５回参加  ＯＳＥＡＬフォーラム １５回参加 
 
 
 



            MD３３５ 国際理事立候補予定者 IDC 
            OEC    国際理事立候補者 IDC 
            一般社団法人 日本ライオンズ創立１０周年実行委

員会 参与 

アワード 

２０１３年 ５月   LCIF 理事長感謝状 
２０１４年 ５月   LCIF 理事長感謝状 
２０１５年 ５月   国際会長感謝状 
           LCIF 理事長感謝状 
２０１６年 ５月   国際会長感謝状 
           LCIF 理事長感謝状 

 ６月   国際会長賞 受賞 
２０１５～２０１６  ３３５複合地区会員増強アワード 
２０１６年 ９月   １００％クラブ会長賞 
２０１６年１１月   会員キー賞 ビルダーキー受賞（１５名） 
           モナーク シェブロン受賞 
           クラブ優秀賞受賞 
２０１７年 ５月   国際会長感謝状 
           LCIF 理事長感謝状 
２０１７年 ７月   １００周年会員増強賞ゴールド１００周年ライオン賞 
２０１８年 ５月   LCIF 理事長感謝状 
           国際会長感謝状 
      ７月   １００周年会員増強賞ダイアモンド１００周年ライオン賞 
２０１９年 ５月   LCIF 理事長感謝状 
           国際会長感謝状 
      ６月   国際会長 リーダーシップ賞 受賞 
２０２０年 ６月   LCIF 理事長感謝状 
           国際会長感謝状 
           LCIF 国際会長プラチナ賞 
     １０月   LCIF 理事長 シルバーメダル 受賞 
     １２月   会員キー賞 マスターキー受賞（２０名） 
２０２１年 ６月   国際会長感謝状  
           LCIF 理事長感謝状 
           LCIF 理事長 シルバーメダル 受賞 
           LCIF 国際会長プラチナメダル 受賞 
           LCIF リードギフト 表彰 
           LCIF ヘルビングハンズ表彰 



褒章関係 表彰関係 
２００６年 １１月  社団法人 京都府宅地建物取引業協会 会長感謝状 
２０２１年  ３月  京都市教育委員会   感謝状 
       ４月  京都府知事      感謝状 
           京都市長       感謝状  

５月  京都府社会福祉協議会 感謝状 
           京都市社会福祉協議会 感謝状 
           滋賀県社会福祉協議会 感謝状 
           奈良県社会福祉協議会 感謝状 
       ８月  京都府、滋賀県、奈良県 各赤十字血液センター 
           所長         感謝状 
２０２２年 １０月  京都府保護司連合会会長表彰 
２０２３年 １０月  京都保護観察所所長表彰 
      １１月  京都市長       感謝状 
２０２４年 ３月   京都市長       感謝状 
      ６月   京都市教育委員会   感謝状 
      １０月  京都市篤志者表彰受賞 
      １２月  京都府知事      感謝状 
２０２５年  ６月  京都府篤志者表彰受賞 
           京都府教育委員会   感謝状 
      １０月  近畿地方保護司連合会会長表彰 
      １１月  社会福祉法人 京都紫明福祉会 感謝状 
２０２６年  １月  京都市長       感謝状 
       ２月  日本赤十字社金色表彰 
 



地区ガバナーエレクト 略歴と抱負

3 3 5 - A

古谷　茂政
ふるたに　しげまさ

2R・3Z

川西

ライオンズクラブ

所　 属：

1969 年 10 月 31 日生年月日：

株式会社カワネン

古谷　照美

勤務先：   

配偶者：  

〈ライオン歴〉

〈アワードなど〉

〈抱　負〉

（クラブ）

2015 年 7 月川西 LC 入会

2017-2018 年度　クラブ幹事

2020-2021 年度　クラブ会長

（地区）

2017-2018 年度　地区 LCIF 委員

2018-2019 年度　地区 YCE 委員

2021-2022 年度　地区 LCIF 副委員長

2022-2023 年度　2R・Z ゾーン・チェアパーソン

2023-2024 年度　地区 GET/FWT コーディネーター

2024-2025 年度　第 2副地区ガバナー　

地区 GMT コーディネーター

（地区 GMA 統括リーダー）

2025-2026 年度　第 1副地区ガバナー　地区 GMA 統括リーダー

国際会長賞
国際会長感謝状
MJF　12 回

　「皆さんがライオンズに入会していてよかったと思ってもらえる

事」

その一点に付きます。皆さんと一緒にどのような喜びを感じながら

過ごすか、どれだけ皆さんにとって次年は新しい発見があるのか、

を懸命に日夜、考えています。

　我々が向かう新しい年は、ライオンズクラブにとって節目となる

ミッション 1.5 の最終年です。

　歴史あるこの 335-A 地区に入会させていただいたのだから、身の

丈いっぱいに皆さんと共に知恵を絞り合いたいと思います。

会員一丸となって同じ目線、目標を持ち、相互扶助の精神で、新し

い時代を迎え入れたいと考えています。この一年をこの地区らしく

繋がり、乗り越え、継続できることへ感謝し、最後は共に喜びあい

たいと考えています。

3 3 5 - B

堀　典之
ほり　よしゆき

335-B 地区 6R1Z

茨木

ライオンズクラブ

所　 属：

1958 年 5 月 10 日生年月日：

衣由産業株式会社

代表取締役

勤務先：   

〈ライオン歴〉

〈アワードなど〉

〈抱　負〉

（クラブ）

2000 年 10 月入会

2010-2011 年度　クラブ幹事

2015-2016 年度　キャビネット委員

2017-2018 年度　クラブ会長

（地区）

2020-2021 年度　6R1Z ゾーンチェアパーソン

2011-2012 年度　6R リジョンチェアパーソン

2022-2023 年度　地区奉仕（GST）環境保全・献血委員長

2023-2024 年度　地区 LCIF 委員長

2024-2025 年度　第 2副地区ガバナー

2025-2026 年度　第 1副地区ガバナー

国際会長会員増強感謝状
LCIF 理事長感謝状
MJF 28 回

　2026-2027 年度のテーマは「新たなる草創期の開幕～示せ！ライ

オンズの存在感～」です。一人一人のライオンが心を燃やし、奉仕

に誇りを持ち、未来の地域と次世代のために行動していただきたい

という決意です。

　次年度 335-B 地区は奉仕を起点とした会員拡大に舵を切ります。

勧誘だけでなく招請、まず地域に必要とされる奉仕を行い、そこに

集う人々にライオンズの価値を実感していただく、奉仕の現場こそ

が、最も強い会員拡大の舞台であると私は確信しています。

　仲間が増えれば、未来はもっと明るくなります。335-B 地区のす

べてのライオンが希望と誇りを胸に、躍動感溢れる一年を創りあげ

る。

私はその先頭に立ち、メンバーの皆様と共に、新たな草創期を歩ん

でまいります。



地区ガバナーエレクト 略歴と抱負

3 3 5 - C

菊池　薫
きくち　かおる

8R3Z　

北葛城

ライオンズクラブ

所　 属：

1959 年 5 月 4 日生年月日：

医療法人向聖台會當麻病院　理事長勤務先：   

〈ライオン歴〉

〈アワードなど〉

〈抱　負〉

（クラブ）

2008 年 9 月 2 日　北葛城ライオンズクラブ入会

2011-2012 年度　クラブ理事

2012-2013 年度　クラブ理事

2013-2014 年度　クラブ幹事

2014-2015 年度　クラブ会長

（地区）

2016-2017 年度　9R1Z ゾーン・チェアパーソン

2019-2020 年度　地区年次大会副委員長

2021-2022 年度　クラブ会計

2024-2025 年度　第 2副地区ガバナー

                地区 LCIF コーディネーター、

　　　　　　　　335 複合地区 LCIF 委員

2025-2026 年度　第 1副地区ガバナー

　　　　　　　　地区 GMA コーディネーター

マイルストーン・シェブロン・アワード　15 年
メルビン・ジョーンズ・プログレスフェロー (PMJF)　10 回
2016-2017 年度　国際会長感謝状
2024-2025 年度　LCIF 目標達成国際会長メダル
　　　　　　　  LCIF 理事長メダル
2025-2026 年度　国際会長賞

　ガバナーテーマを「守破離(しゅ・は・り)」。アクティビティスロー

ガンを「Love, Hope & Lions Spirit!」としています。

地区内のクラブとメンバーが「ライオンズ・スピリット (Lions 

Spirit)」に誇りを抱きながら、「愛 (Love)」に根ざした奉仕による「希

望 (Hope)」を灯し続けることができますようにという願いを込めて

います。

地区ガバナーとして、地区内の課題に具体的に取り組みながら、各

クラブが「We Serve」のモットーのもと独自の奉仕活動を展開する

ことができますように、皆さんと共に歩んでまいりたいと思います。

3 3 5 - D

小谷　誠一
こたに せいいち

3R1Z

加西

ライオンズクラブ

所　 属：

1951 年 4 月 18 日生年月日：

株式会社コタニ

特別技術顧問

勤務先：   

〈ライオン歴〉

〈アワードなど〉

〈抱　負〉

（クラブ）

1988 年 2 月　   加西 LC 入会

1994-1995 年度　加西 LC 第三副会長

2000-2001 年度　加西 LC 幹事

2005-2006 年度　加西 LC 第一副会長

2006-2007 年度　加西 LC 会長

2009 年 6 月　　 休会

2011 年 7 月　　 再入会

2012-2013 年度　加西 LC 第二副会長

2013-2014 年度　加西 LC 理事

（地区）

2017-2018 年度　地区 3R 青少年育成委員

2019-2020 年度　地区 3R1Z　ゾーン・チェアパーソン

2020-2021 年度　地区会計監査委員

2021-2022 年度　加西 LC 会長

2022-2023 年度　加西 LC　LCIF コーディネーター

2023-2024 年度　加西 LC 理事

2024-2025 年度　第 2副地区ガバナー /LCIF 副コーディネーター

2025-2026 年度　第 1副地区ガバナー /GMA コーディネーター

2023 年　公認ガイディングライオン取得

MJF15 回
国際会長感謝状（2019 年度・2024 年度）

　Mission1.5 も来期は最終年度に入ります。世界での会員数を 150

万人にする。国際協会の目標に貢献すべく我々は活動してまいりま

した。現ガバナーはこの活動に多大に貢献されました。来期もその

バトンを受け継ぎ、さらに進めるためガバナーテーマとして「意気

軒昂」我々は奉仕する。を地区一丸となって推進してまいります。

また地区スローガンとして「Mission1.5 最終年度完結」を目指しま

す。2026-2027 年が満足のいく一年になりますよう、地区の全会員

の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

小谷　知子配偶者：  



次期第１副地区ガバナー

335-A 地区

高　龍秀
335-B 地区

十河　宏輔

335-C 地区

梅山　克啓
335-D 地区

松本　和也

次期第２副地区ガバナー

335-A 地区

阪田　勝紀
335-B 地区

藤岡　宗

335-C 地区

秋山洋一郎
335-D 地区

岸本　靖子

（神戸甲南 LC） （枚方ローズ LC）

（芦屋東 LC） （大阪中央 LC）

（京都紫明 LC） （姫路さくら LC）

（草津 LC） （姫路大手前 LC）


